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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

米
　
谷
　
　
均

　

は
じ
め
に

室
町
時
代
に
日
中
間
を
往
来
し
た
遣
明
使
（
１
）

の
道
中
日
記
は
、
さ
ほ
ど
多
く
残
っ

て
い
な
い
。
ま
ず
宝
徳
遣
明
使
（
一
四
五
一
～
五
四
）
団
員
の
笑
雲
瑞
訢
『
笑

雲

（
２
）

入
明
記
』（
一
四
五
一
～
五
四
）
は
、
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
る
最
古
の
道
中
日

記
で
あ
る
。
つ
い
で
天
文
八
年
遣
明
使
（
一
五
三
九
～
四
一
）
副
使
の
策
彦
周
良

『
初
渡
（
３
）
集
』（
一
五
三
八
～
四
一
）
と
、
天
文
一
六
年
遣
明
使
（
一
五
四
七
～
五
〇
）

正
使
の
策
彦
周
良
『
再
渡
（
４
）

集
』（
一
五
四
七
～
四
九
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
幸
い
に

も
日
記
の
原
本
が
伝
来
し
て
い
る
。
ま
た
柳
井
郷
直
『
大
明
（
５
）

譜
』（
一
五
四
七
～

四
九
）
は
、『
再
渡
集
』
の
欠
を
補
う
記
事
を
多
く
含
ん
だ
覚
書
で
あ
る
。
さ
ら

に
「
一
番
渡
唐
」「
二
番
渡
唐
」
の
二
部
か
ら
な
る
『
入
明

（
６
）

略
記
』
は
、
前
出
の

天
文
八
年
次
と
一
六
年
次
の
両
遣
明
使
に
お
け
る
重
要
記
事
（
勘
合
の
授
与
な

ど
）
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
で
、
実
質
的
経
営
者
で
あ
っ
た
大
内
義
隆
に
提
出

し
た
帰
朝
報
告
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な
お
楠
葉
西
忍
『
唐
船

（
７
）

日
記
』
は
宝

徳
遣
明
使
の
回
顧
録
、『
戊
子

（
８
）

入
明
記
』
は
、
応
仁
遣
明
使
（
一
四
六
五
～
六
九
）

の
派
遣
に
先
立
つ
準
備
記
録
、『
壬
申

（
９
）

入
明
記
』
は
、
永
正
遣
明
使
（
一
五
一
〇

～
一
三
）
が
明
に
滞
在
中
、
官
憲
に
提
出
し
た
嘆
願
書
簡
集
で
あ
る
の
で
、
い
ず

れ
も
道
中
日
記
の
類
で
は
な
い
。

そ
う
し
た
中
、
用よ
う
り
ん
ぼ
ん
ざ
い

林
梵
材
と
い
う
禅
僧
に
よ
る
文
明
八
年
遣
明
使
（
一
四
七
六

～
七
八
）
の
道
中
日
記
『
三さ
ん
ご
く
お
う
て
ん
ろ
く

国
甕
天
録
』
の
逸
文
が
、
天
隠
龍
沢
や
横
川
景
三
が

作
成
し
た
跋
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
用
林
梵
材
（
一
四
四
七

～
八
三
）
は
、
絶
海
中
津
の
四
世
の
法
孫
、
す
な
わ
ち
臨
済
宗
霊
松
門
派
に
連
な

る
天
龍
寺
の
僧
で
あ
る
。
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
に
明
へ
渡
り
、
同
一
〇
年
（
一

四
七
八
）
に
帰
国
後
、
同
一
五
年
（
一
四
八
三
）
五
月
初
旬
に
示
寂
し
た
。
そ
の

著
作
『
三
国
甕
天
録
』
の
存
在
は
、
玉
村
竹
二
『
五
山

（
（1
（

禅
僧
伝
記
集
成
』「
用
林

梵
材
」
の
項
目
に
て
短
く
言
及
さ
れ
る
以
外
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。（

（1
（

ま

た
『
三
国
甕
天
録
』
の
跋
文
の
う
ち
、『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
八（

（1
（

の
文
明
八

年
（
一
四
七
六
）
四
月
一
一
日
条
と
、
荒
木
和
憲
『
中
世
日
本
東
ア
ジ
ア
交
流
史

関
係
史
料
集
成
（
稿
）』
典
籍
編
・
銘
文
編（

（1
（

に
、
横
川
の
跋
文
の
み
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
『
三
国
甕
天
録
』
の
本
体
は
亡
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
天

隠
の
跋
文
の
中
に
逸
文
が
三
箇
所
、
横
川
の
跋
文
に
逸
文
が
一
箇
所
、
引
用
さ
れ

て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
二
つ
の
跋
文
を
紹
介
し
て
、『
三
国
甕
天
録
』
の
逸

文
の
内
容
を
分
析
し
て
み
た
い
と
思
う
。

一
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
に
つ
い
て

文
明
八
年
遣
明
使（

（1
（

は
、
堺
の
商
人
や
禅
僧
が
、
朝
貢
品
な
ど
の
調
達
を
請
け

負
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）、
堺
商
人
の
小
島
林

太
郎
左
衛
門
尉
・
湯
川
宣
阿
・
小
島
三
郎
左
衛
門
尉
ら
は
、
琉
球
に
船
舶
を
遣

わ
し
、
明
へ
の
朝
貢
品
に
あ
て
る
東
南
ア
ジ
ア
産
物
資
を
調
達
し
た
。
そ
の
周
旋

に
は
堺
南
昌
院
の
取
龍（

（1
（

が
深
く
関
わ
っ
た
。
そ
し
て
遣
明
船
が
明
か
ら
積
み
帰
る
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

貨
物
に
対
し
、
そ
の
抽
分
銭
を
事
前
納
入
す
る
こ
と
を
、
湯
川
宣
阿
が
請
け
負
っ

た
。（

（1
（

遣
明
使
に
は
、
正
使
の
竺
芳
妙
茂
、
副
使
の
玉
英
慶
瑜
の
ほ
か
、
粛
元
寿
厳
・

伯
始
慶
春
・
用
林
梵
材
な
ど
、
臨
済
宗
夢
窓
派
の
霊
松
門
派
（
絶
海
中
津
の
門

派
）
に
関
係
す
る
人
々
が
、
多
数
搭
乗
し
た
。（

（1
（

ま
た
成
化
帝
に
あ
て
た
足
利
義

政
の
表
文
は
、
横
川
景
三
が
作
成
し
た
。（

（1
（

入
国
申
請
書
の
役
目
を
果
た
す
勘
合
は
、

前
回
の
応
仁
遣
明
使
（
一
四
六
五
～
六
九
）
が
渡
明
し
た
際
、
成
化
勘
合
が
下
賜

さ
れ
て
い
た
が
、
帰
路
の
赤
間
関
に
て
大
内
氏
に
よ
っ
て
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
し

ま
っ
た（

（1
（

関
係
上
、
京
に
残
存
し
て
い
た
古
い
景
泰
勘
合
三
枚
（
四
号
～
六
号
）
が
、

遣
明
船
三
隻
の
た
め
に
各
々
用
い
ら
れ
た
。（

（2
（

さ
て
一
号
船
（
公
方
船
）・
二
号
船
（
嵯
峨
勝
鬘
院（

（2
（

船
）・
三
号
船
（
不
明（

（2
（

）
か

ら
な
る
遣
明
使
の
船
団
は
、
文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
四
月
一
一
日
、
堺
を
出
帆

し
た
。
い
ま
だ
応
仁
・
文
明
の
乱
が
終
結
せ
ず
、
足
利
義
政
と
対
立
関
係
に
あ
っ

た
大
内
政
弘
の
領
国
、
特
に
赤
間
関
の
通
過
を
避
け
る
た
め
、
船
団
は
堺
か
ら
四

国
・
九
州
南
部
を
経
る
南
海
路
を
採
っ
た
。
そ
し
て
薩
摩
の
坊
津
で
朝
貢
品
と
な

る
硫
黄
を
積
載
し
、
九
州
西
部
沿
岸
を
北
上
し
て
恐
ら
く
筑
前
博
多
へ
立
ち
寄

り
、
肥
前
平
戸
を
経
て
東
シ
ナ
海
へ
渡
洋
し
た
。
文
明
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。
同

年
の
成
化
一
三
年
（
一
四
七
七
）
に
明
へ
上
陸
し
、
運
河
を
遡
上
し
て
北
京
へ
向

か
い
、
同
年
九
月
、
遣
明
使
は
紫
禁
城
に
て
成
化
帝
に
謁
見
し
た
。
遣
明
使
が
携

行
し
た
咨
文（

（2
（

に
は
、
銅
銭
と
『
仏
祖
統
記
』
な
ど
書
籍
の
下
賜
を
所
望
す
る
旨
が

記
さ
れ
て
お
り
、
明
は
そ
の
要
望
に
応
え
て
、『
法
苑
珠
林
』
等
の
仏
書
を
下
賜

し
た
。（

（2
（

ま
た
翌
年
（
一
四
七
八
）
一
月
に
、
義
政
へ
の
下
賜
品
の
銅
銭
五
万
文（

（2
（

が

遣
明
使
に
渡
さ
れ
、
二
月
に
成
化
帝
の
勅
諭（

（2
（

が
下
さ
れ
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
北

京
を
出
発
し
て
寧
波
へ
向
か
い
、
帰
帆
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
遣
明
使
は
、道
中
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。

今
回
は
、
北
京
の
会
同
館
に
滞
在
中
、
モ
ン
ゴ
ル
の
朶
顔
衛
（
ウ
リ
ャ
ン
ハ
イ
）

の
使
者
と
遣
明
使
が
、
柴
薪
を
奪
い
合
い
、
日
本
の
従
者
が
朶
顔
衛
の
使
者
を
殴

打
す
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。（

（2
（

し
か
し
今
次
使
行
の
最
大
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
日

本
へ
帰
る
途
上
、
風
波
に
流
さ
れ
朝
鮮
の
済
州
島
に
漂
着
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（
後
章
で
詳
述
）。
朝
鮮
成
宗
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
七
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
不
審
船
と
判
断
し
た
大
静
県
監
の
李
誠
孫
は
、
派
兵
し
て
遣
明
使
団
員
を
捕
縛

収
監
し
た
。
後
、
こ
の
使
節
が
明
へ
の
朝
貢
船
で
、
日
本
へ
帰
帆
中
で
あ
っ
た
こ

と
が
判
明
し
、
済
州
牧
使
の
鄭
亨
に
よ
っ
て
一
転
歓
待
を
受
け
た
が
、
そ
の
間
、

何
名
か
の
団
員
が
脱
出
を
試
み
て
落
命
し
た
と
い
う
。
と
も
あ
れ
、
遣
明
使
は
解

放
さ
れ
て
日
本
へ
向
か
い
、
九
州
北
部
で
起
き
て
い
た
大
内
・
少
弐
両
氏
に
よ
る

兵
乱
を
避
け
る
た
め
、（

（2
（

往
路
と
同
様
、
南
海
路
を
た
ど
っ
て
堺
に
帰
帆
し
た
よ
う

で
あ
る
。
遣
明
使
は
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）
一
〇
月
二
九
日
に
京
へ
帰
着
し
、

一
一
月
二
日
、
正
副
両
使
（
妙
茂
と
慶
瑜
）
が
義
政
に
謁
見
し
、
成
化
帝
か
ら
の

勅
諭
と
下
賜
品
を
納
め
て
、
こ
こ
に
使
命
を
完
了
し
た
。

二
、
天
隠
龍
沢
の
送
行
序
と
「
書
三
国
甕
天
後
」
に
つ
い
て

天
隠
龍
沢
（
一
四
二
二
～
一
五
〇
〇
）
は
、
播
磨
の
人
で
臨
済
宗
一
山
派
の

禅
僧
。
号
は
黙
庵
。
建
仁
寺
や
南
禅
寺
の
住
持
を
務
め
た
。
五
山
文
学
僧
の
一

人
と
し
て
名
高
い
。
た
だ
し
渡
明
し
た
経
験
は
無
い
。
そ
し
て
彼
は
文
明
八
年

（
一
四
七
六
）
四
月
、
明
へ
出
発
す
る
直
前
の
用
林
梵
材
に
対
面
し
、
は
な
む
け

に
送
行
序
を
贈
っ
た
。
そ
し
て
帰
国
後
は
、
用
林
が
持
参
し
た
『
三
国
甕
天
録
』

の
た
め
に
、
跋
文
を
撰
文
し
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
の
天
隠
に
よ
る
長
文
の
送
行
序

の
う
ち
、
用
林
の
人
と
な
り
を
語
っ
た
後
半
部
分
の
原
文
と
読
み
下
し
文
を
紹
介

し
た
い
。（

（2
（
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

【
史
料
1
】
天
隠
龍
沢
「
送
天
龍
寺
用
林
材
公
禅
師
赴
大
明
国
序
」

（『
天
隠
和
尚
文
集
』、『
五
山
文
学
新
集
』
五（

（3
（

）

（
前　

略
）
天
龍
寺
僧
用（
用
林
梵
材
）

林
材
公
禪
師
、
爲
人
頴
脱
、
胸
次
豁
如
也
、
天
生
會
禪
、

吐
言
則
有
不
可
測
者
、
丙（
文
明
八
年
四
月
）

申
孟
春
、
適
余
（
天
隠
）曰

、「
欲
附
南
舶
以
觀
中
華
文
物
之
盛
、

子
意
如
何
」、
余
曰
、「
壯
哉
是
行
也
、
非
襂
袂
以
可
遏
者
也
、
雖
然
、
適
百
里
者

宿
舂
糧
、
適
千
里
者
三
月
聚
糧
、
所
適
弥
遠
、
則
所
聚
弥
多
者
、
理
之
自
然
也
、

今
公
（
用
林
）也
、
行
槖
蕭
然
、
從
誰
以
覔
鞋
笠
乎
、
矧
萬
里
之
遠
乎
、
矧
數
年
之
別
乎
」、

公
笑
曰
、「
靑
天
吾
笠
也
、
大
地
吾
鞋
也
、
大
瀛
吾
舩
也
、
萬
物
吾
糧
也
、
十
世

古
今
、
始
終
不
離
當
念
、
無
邊
刹
海
、
自
他
不
隔
毫
端
、
然
則
萬
里
之
遠
、
數
年

之
別
、
跬
步
瞬
息
也
、
吾
以
不
芥
於
胸
、
何
歎
之
深
哉
」、
余
聞
其
㕝
壯
之
、
非

常
之
人
、
而
有
非
常
之
策
、
非
余
所
測
也
、
他
時
庭
松
東
指
、
則
裝
一
隻
之
舟
、

以
出
海
濱
、
且
勞
且
慰
、
傾
耳
於
中
華
人
物
之
盛
、
則
余
願
也
、
吁
、
余
也
年
過

半
百
、
筋
骨
非
曩
時
之
人
、
不
知
重
續
今
宵
之
話
否
焉
、

以
代
祖
帳
之
情
云
、

《
読
み
下
し
》

（
前　

略
）
天
龍
寺
僧
用（
用
林
梵
材
）

林
材
公
禅
師
は
、
人
と
為な

り
頴
脱
、
胸
次
は
豁
如
也
。

天
生
に
禅
を
会
し
、
言
を
吐
け
ば
則
ち
測
る
べ
か
ら
ざ
る
者
有
り
。
丙（
文
明
八
年
四
月
）

申
孟
春
、

余
（
天
隠
）に
適ゆ

き
て
曰
く
、「
南
舶
に
附
し
て
以
て
中
華
文
物
の
盛
を
観
ん
と
欲
す
。
子き
み

の
意
は
如
何
」
と
。
余
曰
く
、「
壮い
さ

ま
し
き
か
な
是こ

の
行
也
。
襂し
ん

袂け
つ

の
以
て
遏さ
え

ぎ

る
べ
き
者
に
非
ざ
る
也
。
然
り
と
は
雖
も
、
百
里
を
適ゆ

く
者
は
舂
糧
を
宿と
ど

め
、
千

里
を
適
く
者
は
三み

月つ
き

糧
を
聚あ
つ

む
。
適
く
所
弥い
よ
いよ

遠
け
れ
ば
、
則
ち
聚
む
る
所
弥い
よ
いよ

多
き
は
、
理
の
自お
の

ず
か
ら
然し
か

る
也
。
今
公
（
用
林
）や
、
行こ
う

槖た
く

は
蕭し
ょ
う
ぜ
ん然、
誰
に
従よ

り
て
以
て

鞋
笠
を
覔も
と

む
か
。
矧い
わ
んや
万
里
の
遠
き
を
や
。
矧
や
数
年
の
別
れ
を
や
」、
公
笑
い

て
曰
く
、「
青
天
は
吾
が
笠
也
。
大
地
は
吾
が
鞋く
つ

也
。
大た
い
え
い瀛

は
吾
が
船
也
。
万
物

は
吾
が
糧
也
。
十
世
の
古
今
、
始
終
当
念
を
離
れ
ず
。
無
辺
の
刹
海
、
自
他
毫
端

を
隔へ
だ

て
ず
。
然
れ
ば
則
ち
万
里
の
遠
き
と
、
数
年
の
別
れ
は
、
跬
ひ
と
あ
し歩

め
ば
瞬た
ち
まち

息や

む
也
。
吾
は
以
て
胸
に
芥
さ
し
さ
わら
ず
。
何
ぞ
之
れ
を
歎
く
に
深
か
ら
ん
や
」
と
。
余
、

其
の
事
を
聞
き
之
れ
を
壮い
さ

ま
し
と
す
。
非
常
の
人
は
、
非
常
の
策
有
る
ら
ん
。
余

の
測
る
所
に
非
ざ
る
也
。
他
時
庭て
い
し
ょ
う松の

東
に
指さ

せ
ば
、
則
ち
一
隻
の
舟
を
装よ
そ
お

い
、

以
て
海
浜
に
出い
で

け
り
。
且
つ
労ね
ぎ
らい

、
且
つ
慰な
ぐ
さめ

ん
。
耳
を
中
華
人
物
の
盛
に
傾
け

れ
ば
、
則
ち
余
の
願
い
也
。
吁あ
あ

、
余
も
也ま

た
年
は
半
百
を
過
ぎ
、
筋
骨
は
曩ど
う

時じ

の

人
に
非
ず
。
今
宵
の
話
を
重
ね
続
く
や
否
や
を
知
ら
ず
。
書
し
て
以
て
祖
帳
の
情

に
代
え
ん
と
云
う
。

す
な
わ
ち
天
隠
は
用
林
の
人
柄
に
つ
き
、
才
気
あ
ふ
れ
て
度
量
が
広
く
、
生
来

に
禅
を
理
解
し
て
、発
す
る
言
葉
は
予
測
を
超
え
る
、と
評
す
る
。
文
明
八
年
（
一

四
七
六
）
四
月
、
用
林
は
天
隠
の
も
と
を
訪
れ
て
、「
渡
航
し
て
中
華
文
物
の
隆

盛
を
見
て
み
た
い
の
で
す
」
と
言
っ
て
意
見
を
求
め
た
。
天
隠
は
、
そ
の
企
て
の

勇
壮
に
感
歎
し
、
決
意
を
変
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
な
、
と
言
い
つ
つ
、「
遠

路
の
旅
路
は
費
用
の
調
達
が
肝
要
だ
が
、
旅
費
の
工
面
が
充
分
に
で
き
て
な
い
だ

ろ
う
。
誰
を
当
て
に
す
る
つ
も
り
な
の
だ
。
万
里
を
渉
る
旅
だ
ぞ
、
数
年
か
か
る

旅
だ
ぞ
」
と
問
う
た
。
用
林
は
笑
っ
て
「
青
空
は
我
が
笠
、
大
地
は
我
が
靴
、
大

海
は
我
が
海
、
万
物
は
我
が
糧
で
あ
り
ま
す
。
昔
も
今
も
常
に
こ
の
思
い
を
忘
れ

ま
せ
ん
し
、
無
限
に
広
が
る
水
陸
を
遠
い
と
感
じ
る
こ
と
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
の
で
、
万
里
の
遠
隔
も
数
年
の
別
離
も
、
一
足
踏
み
出
せ
ば
何
の
そ
の
で
す
。

気
に
し
ま
せ
ん
よ
、
そ
ん
な
こ
と
。
深
刻
に
考
え
る
必
要
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
」
と

返
答
し
た
。
天
隠
は
、
非
常
の
人
は
非
常
の
策
を
持
っ
て
る
の
だ
ろ
う
な
あ
、
想

像
の
斜
め
上
だ
！
と
感
歎
し
、
む
か
し
庭
の
松
の
枝
が
東
を
指
せ
ば
舟
を
用
意
し

て
出
帆
し
た
と
い
う
話
を
思
い
出
し
て
、
用
林
が
中
華
文
物
の
隆
盛
に
耳
を
傾
け

る
こ
と
こ
そ
我
が
願
い
で
あ
る
、
と
述
べ
た
。
そ
し
て
自
分
が
齢
五
〇
を
超
え
て

（
当
時
、
数
え
で
五
五
歳
）、
体
力
の
衰
え
を
自
覚
し
、
果
た
し
て
生
き
て
用
林
の

話
の
続
き
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
案
じ
た
上
で
、
送
別
の
宴
の

000-031634-縦-P57-74_米谷均様.indd   59 2022/02/11   9:33:49



― 60 ―

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

言
葉
に
か
え
て
、
こ
の
序
を
書
し
た
旨
を
記
し
て
い
る
。

日
本
を
発
っ
て
二
年
後
の
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）、
用
林
は
無
事
に
帰
京

し
た
。
そ
し
て
「
三
国
甕
天
」
と
題
し
た
大
著
を
持
参
し
て
、
天
隠
の
も
と
を
訪

れ
た
。

【
史
料
2
】�

天
隠
龍
沢
「
書
三
國
甕
天
後
」

（『
天
隠
和
尚
文
集
』、『
五
山
文
学
新
集
』
五（

（3
（

）

　
　
　

書
三
國
甕
天
後

用
林
藏
主
、
袖
一
巨
編
見
示
、
題
曰
「
三
國
甕
天
」、
盖
南
遊
之
日
、
或
鞍
上
、

或
舟
中
、
隨
所
見
以
筆
之
、
令
人
不
出
戸
而
知
朝
鮮
・
大
明
・
日
本
風
俗
、
余
（
天
隠
）壯

年
之
時
、
有
志
于
南
詢
、
今
淂
此
編
、
粗
償
脚
債
、
豈
不
快
乎
、
公
（
用
林
）赴

大
明
、
余

作
序
送
之
、
其
畧
曰
、「
靑
天
吾
笠
也
、
大
地
吾
鞋
也
、
萬
物
吾
糧
也
、
萬
里
之
遠
、

數
年
之
別
、跬
步
瞬
息
也
」、大
明
淂
庵
先
生
孫
氏
、見
斯
序
曰
、「
胸
次
之
弘
可
觀
、

壯
別
之
意
可
見
」、
淂
庵
之
言
淂
之
乎
哉
、
余
窺
此
甕
天
者
數
次
、
義
有
不
通
者
、

則
拆
片
紙
貼
之
、
字
有
可
改
者
、
則
以
朱
墨
誌
之
、
就
公
欲
質
之
也
、
夫
大
明
之

爲
國
也
、
輿
圖
混
一
、
臣
民
冨
庶
、
號
令
精
明
、
比
日
本
・
朝
鮮
二
邦
、
則
黃
鵠

壤
虫
也
、
昔
西
天
三
藏
、
見
晋
宮
殿
曰
、「
不
異
兜
率
内
院
也
」、
今
大
明
未
必
在

晋
宮
之
下
也
、
雖
然
、
儒
釋
二
敎
、
不
如
昔
乎
、
其
故
何
也
、「
十
一
月
十
七
日
記
」

曰
、「
謁
宣（

孔

子

廟

）

聖
王
庿
、
見
國
子
監
、
三
千
人
各
立
館
下
、
作
十
六
班
、
有
助
敎
老
人
、

賦
詩
示
日
本
使
者
曰
、『
我
是
天
朝
國
學
師
、
才
名
道
望
重
華
夷
、
使
臣
何
幸
來

瞻
仰
、
願
爲
從
容
共
和
詩
』、
助
敎
何
人
哉
、
自
譽
而
不
待
他
称
美
、
唐
李
揆
使

吐
蕃
酋
長
、
問
曰
、『
唐
第
一
人
李
揆
、
公
是
否
』、
揆
曰
、『
彼
李
揆
安
肯
來
耶
』、

宋
蘇
轍
使
契
丹
、
兄
雪（
蘇
軾
）堂

送
之
曰
、『
單
于
若
問
君
家
世
、
莫
道
中
朝
第
一
人
』、

用
揆
故
㕝
、僉
寓
謙
遜
之
意
也
、漢
東
方
朔
三
冬
文
史
足
用
、武
帝
猶
以
自
譽
笑
之
、

況
其
餘
乎
、
三
千
學
士
之
中
、
焰
光
數
丈
、
猶
嫌
其
短
者
、
必
有
之
也
」、
又
「
正

月
六
日
記
」
曰
、「
遊
知（
智
化
寺
）

化
寺
、休
於
殿
陛
、有
一
僧
閲
經
、問
曰
、『
何
經
』、曰
、『
華

嚴
經
』、曰
、『
畧
而
言
之
、十
種
法
界
、廣
而
言
之
、重
々
無
盡
、是
什
麽
』、曰
、『
不

知
』、曰
、『
勝
熱
婆
羅
門
、火
聚
・
力〔
刀
〕山

、是
什
麽
理
』、曰
、『
不
知
』、公
（
用
林
）咄

曰
、『
莫

如
馬
上
尋
山
者
、至
死
不
知
身
在
山
』、僧
有
愧
色
」、又
「
五
月
十
二
日
記
」
曰
、「
韶

陽
門
下
有
僧
、其
名
普
森
、三
十
年
脇
不
印〔
即
〕席
、公
（
用
林
）問
曰
、『
如
何
是
祖（
達
磨
）師
西
來
意
』、

森
（
普
森
）竪

起
弗〔
拂
〕子

、
公
曰
、『
未
在
、
更
道
』、
森
云
、『
一
粒
粟
藏
世
界
』、
公
曰
、『
杜

撰
禪
和
、
話
頭
也
不
知
』、
掀
倒
竹
樓〔
椅
〕、

拂
袖
而
出
也
」、
這
僧
竪
起
弗〔
拂
〕子

、
似
衲

僧
氣
魄
、
至
再
話
、
則
蛇
尾
拖
地
、
放
過
一
著
、
掀
倒
竹
樓〔
椅
〕、

何
不
一
坑
活
埋
乎
、

知（
智
化
寺
）

化
寺
之
僧
、
黑
豆
遮
眼
、
百
不
知
、
百
不
會
、
雖
似
閑
道
人
、
胸
中
黑
漫
々
地
、

此
二
僧
、
被
公
一
拶
、
眼
瞪
口
呿
、
可
發
一
咲
也
、
頃
者
企
南
遊
之
策
者
、
奇
貨

惟
求
、
稇
載
以
皈
、
未
有
一
箇
及
佛
法
兩
字
者
、
不
謂
今
日
復
覩
斯
㕝
、
公
若
不

勘
二
僧
、
則
如
助
敎
者
、
以
左
袵
之
徒
、
視
吾
邦
乎
、
彼
必
曰
、「
日
本
國
裡
没

禪
師
」、
微
公
、
則
吾
邦
澗
愧
林
慚
、
洗
到
驢
年
、
不
淂
一
淸
、
嗚
呼
、

《
読
み
下
し
》

　
　
　

三
国
甕
天
の
後
に
書
す

用
林
蔵
主
、
一
つ
の
巨
編
を
袖
し
て
見
示
す
。
題
に
「
三さ
ん

国ご
く

甕お
う

天て
ん

」
と
曰
え
り
。

蓋
し
南
遊
の
日
、
或
い
は
鞍
上
に
、
或
い
は
舟
中
に
て
、
見
る
所
に
随
い
以
て
之

れ
を
筆
す
る
な
ら
ん
。
人
の
戸
を
出
ず
し
て
朝
鮮
・
大
明
・
日
本
風
俗
を
知
ら
し

め
ん
。
余
（
天
隠
）、

壮
年
の
時
、
南
詢
を
志
す
こ
と
有
り
き
。
今
、
此
の
編
を
得
た
る
に
、

粗あ
ら
あら
脚
債
を
償つ
ぐ
なえ
り
。
豈
に
快
こ
こ
ろ
よか
ら
ざ
ら
ん
か
。
公
（
用
林
）、
大
明
に
赴
く
に
、
余
、
序

を
作
り
之
れ
を
送
る
。
其
れ
略ほ

ぼ
曰
く
、「
青
天
は
吾
が
笠
也
。
大
地
は
吾
が
鞋

也
。
万
物
は
吾
が
糧
也
。
万
里
の
遠
き
と
数
年
の
別
れ
は
、
跬
ひ
と
あ
し歩

め
ば
瞬た
ち
まち

息や

む

也
」
と
。
大
明
得
庵
先
生
孫
氏
、
斯
の
序
を
見
て
曰
く
、「
胸
次
の
弘
さ
観
る
べ

し
。
壮
別
の
意こ
こ
ろ見

る
べ
し
」
と
。
得
庵
の
言
、
之
れ
を
得
る
か
。
余
、
此
の
甕
天

な
る
者
を
窺
う
こ
と
数
次
、
義
と
し
て
通
じ
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
、
則
ち
片
紙
を
拆さ

き
て
之
れ
を
貼
り
、
字
と
し
て
改
む
べ
き
者
有
れ
ば
、
則
ち
朱
墨
を
以
て
之
れ
を

誌
せ
り
。
公
に
就
き
て
之
れ
を
質
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
也
。
夫
れ
大
明
の
国
と
為な

り
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

や
、
輿
図
混
一
、
臣
民
富
庶
、
号
令
精
明
な
り
。
日
本
・
朝
鮮
二
邦
と
比
す
れ
ば
、

則
ち
黄
鵠
と
壌
虫
也
。
昔
西
天
の
三
蔵
、
晋
の
宮
殿
を
見
て
曰
く
、「
兜
率
の
内

院
と
異
な
ら
ざ
る
也
」
と
。
今
、
大
明
は
未
だ
必
ず
し
も
晋
の
宮
の
下
に
在
ら
ざ

る
也
。
然
り
と
雖
も
、
儒
釈
二
教
、
昔
に
如し

か
ざ
る
か
。
其
の
故
は
何
ぞ
や
。「
十

一
月
十
七
日
の
記
」
に
曰
く
、「
宣（
孔
子
）

聖
王
の
廟
に
謁
し
て
、
国
子
監
を
見
た
り
。

三
千
人
、
各
々
館
下
に
立
ち
、
十
六
の
班
を
作
る
。
助
教
老
人
有
り
。
詩
を
賦
し

て
日
本
の
使
者
に
示
し
て
曰
く
、『
我
は
是
れ
天
朝
国
学
の
師
な
り
。
才
名
道
望

は
華
夷
に
重
ね
り
。
使
臣
何
ぞ
幸
い
に
も
来
り
て
瞻
仰
せ
ん
。
願
わ
く
ば
従
容
と

共
に
詩
を
和
す
こ
と
を
為
さ
れ
よ
』
と
。
助
教
は
何
の
人
や
。
自
ら
誉
め
て
他
の

称
美
す
る
を
待
た
ず
。
唐
の
李
揆
、
吐
蕃
の
酋
長
に
使
い
し
、
問
わ
れ
て
曰
く
、

『
唐
の
第
一
人
は
李
揆
な
り
と
。
公
は
是
れ
や
否
や
』
と
。
揆
、
曰
く
、『
彼
の
李

揆
は
安い
ず
くん
ぞ
来
る
こ
と
肯が
え
んぜ
ん
や
』
と
。
宋
の
蘇
轍
、
契
丹
に
使
い
す
る
に
、
兄

雪（
蘇
軾
）堂
、
之
れ
を
送
り
て
曰
く
、『
単
于
、
若
し
君
が
家
世
を
問
わ
ば
、
道い

う
莫な

か

れ
中
朝
の
第
一
人
と
』
と
。
揆
の
故
事
を
用
う
る
は
、
僉み

な
謙
遜
の
意
を
寓
す
れ

ば
也
。
漢
の
東
方
朔
の
三
冬
文
史
は
用
う
る
に
足
れ
り
と
。
武
帝
、
猶
お
以
っ
て

自
ら
誉
め
て
之
れ
を
笑
う
と
。
況
ん
や
其
の
余
り
に
や
。
三
千
の
学
士
の
中
、
焔

光
数
丈
、
猶な

お
其
の
短つ
た
なき
を
嫌
う
者
、
必
ず
之
れ
有
る
也
」
と
。
又
た
「
正
月
六

日
記
」
に
曰
く
、「
知（
智
化
寺
）

化
寺
に
遊
び
、
殿
陛
に
休
む
。
一
僧
の
経
を
閲
す
る
有
り
。

問
う
て
曰
く
、『
何
の
経
ぞ
』
と
。
曰
く
、『
華
厳
経
な
り
』
と
。
曰
く
、『
略
し

て
之
れ
を
言
え
ば
、
十
種
の
法
界
な
り
。
広
く
之
れ
を
言
え
ば
、
重
々
無
尽
な
り
。

是
れ
什い
か
ん麽

』
と
。
曰
く
、『
知
ら
ず
』
と
。
曰
く
、『
勝
熱
婆
羅
門
の
火
聚
・
刀
山

は
是
れ
什な

ん麽
の
理
こ
と
わ
りぞ
』
と
。
曰
く
、『
知
ら
ず
』
と
。
公
、
咄し
た
うち
て
曰
く
、『
馬
上

に
山
を
尋
ぬ
る
者
に
如し

く
莫な

し
。
死
に
至
り
て
身
の
山
に
在
る
を
知
ら
ず
』
と
。

僧
、
愧
じ
る
色
有
り
」
と
。
又
た
「
五
月
十
二
日
の
記
」
に
曰
く
、「
韶
陽
門
下

に
僧
有
り
。
其
の
名
は
普
森
、
三
十
年
、
脇か
た
わら

に
て
席
に
即つ

つ
か
ず
。
公
（
用
林
）、

問
う

て
曰
く
、『
如い

か何
に
是こ

れ
祖（
達
磨
）師

西さ
い

来ら
い

の
意
』
と
。
森
（
普
森
）、

払ほ
っ

子す

を
竪じ
ゅ

起き

す
。
公
、
曰

く
、『
未
だ
在
ら
ず
。
更
に
道い

え
』
と
。
森
、
云
く
、『
一
粒
の
粟
に
世
界
を
蔵か
く

す
』

と
。
公
、
曰
く
、『
杜
撰
の
禅
和
な
り
。
話
頭
も
也ま

た
知
ら
ず
』
と
。
竹
椅
を
掀か
か

げ
倒
し
、
袖
を
払
い
て
出
る
也
」
と
。
這
の
僧
、
払
子
を
竪じ
ゅ

起き

す
る
は
、
衲の
う

僧そ
う

の

気
魄
に
似
た
り
。
再
話
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
蛇
尾
の
地
を
拖ひ

く
。
放
過
一
著
、

竹
椅
を
掀か
か

げ
倒
せ
り
。
何
ぞ
一
坑
に
活
き
理
め
ら
れ
ざ
ら
ん
か
。
知（
智
化
寺
）

化
寺
の
僧
、

黒
豆
遮
眼
に
て
、
百
に
知
ら
ず
、
百
に
会え

せ
ず
。
閑
道
人
に
似
た
り
と
雖
も
、
胸

中
は
黒
く
漫
々
地
な
り
。
此
の
二
僧
、
公
の
一
拶
を
被
り
、
眼
瞪
口
呿
、
一
咲
を

発
す
べ
き
也
。
頃ち
か
ごろ
南
遊
の
策
を
企
つ
者
は
、
奇
貨
惟た

だ
求
め
、
稇
載
し
て
以
っ

て
皈か
え

る
の
み
。
未
だ
一
箇
も
仏
法
の
両
字
に
及
ぶ
者
有
ら
ず
。
今
日
復ま

た
斯
の

事
を
覩み

た
り
と
謂
わ
ず
。
公
、若
し
二
僧
を
勘
せ
ざ
れ
ば
、則
ち
助
教
の
如
き
者
、

左さ

袵じ
ん

の
徒
を
以
て
、
吾
が
邦
を
視
る
か
。
彼
れ
必
ず
や
、「
日
本
国
の
裡う
ち

に
禅
師

没な

し
」
と
曰
わ
ん
。
公
に
微な

か
り
せ
ば
、
則
ち
吾
が
邦
、
澗
に
愧
じ
林
に
慚
じ
、

洗
い
て
驢
年
に
到
り
、
一
清
も
得
ざ
ら
ん
。
嗚
呼
。

右
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
用
林
の
自
著
『
三
国
甕
天
録
』
と
は
、「
南
遊
」
す
な

わ
ち
明
の
周
遊
中
、
馬
上
や
船
中
で
得
た
見
聞
を
記
し
た
日
記
で
あ
る
。
こ
れ
に

気
付
い
た
天
隠
は
、
こ
れ
を
読
め
ば
、
朝
鮮
・
大
明
・
日
本
の
風
俗
を
居
な
が
ら

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
喜
ん
だ
。
天
隠
も
ま
た
、
か
つ
て
渡
明
を
志
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
天
隠
は
、
用
林
の
出
発
直
前
に
贈
っ
た
【
史

料
1
】
の
送
行
序
の
一
節
を
略
記
す
る
。「
青
空
は
我
が
笠
、
大
地
は
我
が
靴
、

万
物
は
我
が
糧
で
あ
り
ま
す
。
万
里
の
遠
隔
も
数
年
の
別
離
も
、
一
足
踏
み
出
せ

ば
何
の
そ
の
で
す
」
と
い
う
、
用
林
の
底
抜
け
に
楽
観
的
な
発
言
で
あ
る
。
こ
の

序
文
を
見
た
明
国
の
孫
得
庵（

（3
（

は
、
用
林
の
度
胸
と
勇
壮
に
感
じ
入
っ
た
と
い
う
。

天
隠
は
、
こ
の
『
三
国
甕
天
録
』
を
再
三
通
読
し
、
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
に
は

紙
片
を
貼
っ
て
記
し
、
文
字
を
改
め
る
べ
き
箇
所
に
は
朱
墨
で
書
き
込
む
な
ど
、

添
削
を
施
し
た
。
ま
た
以
下
の
よ
う
な
所
感
を
天
隠
は
記
す
。
す
な
わ
ち
、「
大
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明
と
い
う
国
は
、
天
下
が
統
合
さ
れ
、
臣
民
は
繁
昌
し
、
政
令
は
明
確
で
あ
る
。

明
を
日
本
と
朝
鮮
と
比
べ
れ
ば
、
大
鳥
と
虫
け
ら
の
よ
う
な
差
が
あ
る
。
か
つ
て

天
竺
の
三
蔵
法
師
が
『
兜
率
天
の
内
院
の
よ
う
だ
』
と
驚
愕
し
た
晋
の
宮
殿
よ
り

も
、
今
の
大
明
の
宮
殿
は
勝
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
現
在
の
明
に
お
け

る
儒
教
と
仏
教
は
、
往
時
よ
り
劣
化
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
。
そ
の
根
拠
と

し
て
、
天
隠
は
『
三
国
甕
天
録
』
所
収
の
成
化
一
三
年
（
一
四
七
七
）
一
一
月
一

七
日
条
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

用
林
が
北
京
の
孔
子
廟（

（3
（

《
図
1
》
を
参
詣
し
て
、国
子
監
を
見
物
し
た
と
こ
ろ
、

そ
こ
に
は
三
〇
〇
〇
人
の
学
生
が
一
六
の
班
を
作
っ
て
立
ち
並
ん
で
い
た
。
助
教

を
勤
め
る
老
人
が
、
遣
明
使
に
詩
を
示
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
私
は
天
朝
の
最
高

学
府
の
師
で
あ
る
。
才
名
と
人
望
は
国
の
内
外
に
隠
れ
も
無
い
。
使
臣
の
方
々
よ
、

幸
い
に
も
こ
ち
ら
に
や
っ
て
来
た
か
ら
に
は
、
詩
の
応
酬
を
粛
々
と
な
さ
れ
よ
」

と
。
こ
の
助
教
の
老
人
は
何
様
で
あ
る
の
か
。
他
人
が
誉
め
る
前
に
自
画
自
賛
し

て
い
る
。
唐
の
李
揆
が
吐
蕃
に
使
い
し
た
時
、「
唐
で
第
一
の
文
士
は
李
揆
と
聞

く
が
、
さ
よ
う
か
」
と
王
に
聞
か
れ
た
時
、「
そ
ん
な
李
揆
な
ん
て
者
が
こ
こ
に

参
り
ま
し
ょ
う
か
」
と
答
え
た
。（

（3
（

蘇
轍
が
契
丹
に
使
い
し
た
時
、「
王
に
家
系
を

問
わ
れ
て
も
、
中
国
第
一
の
文
士
と
答
え
て
は
ダ
メ
だ
ぞ
」（

（3
（

と
、
兄
の
蘇
軾
か
ら

釘
を
刺
さ
れ
た
。
李
揆
の
謙
遜
の
態
度
に
倣
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
東
方
朔

や
武
帝
の
故
事
を
引
き
、
あ
の
大
勢
の
学
生
た
ち
も
、
自
ら
の
短
所
―
恐
ら
く
は

助
教
の
よ
う
な
驕
り
高
ぶ
り
―
を
嫌
う
者
が
い
る
に
違
い
な
い
、
と
記
す
。

つ
い
で
天
隠
は
『
三
国
甕
天
録
』
成
化
一
四
年
（
一
四
七
八
）
一
月
六
日
条
を

引
用
す
る
。
用
林
が
北
京
の
智
化
寺（

（3
（

《
図
2
》
に
遊
ん
だ
時
、
経
典
を
誦
す
る
一

人
の
僧
が
お
り
、
何
の
経
を
読
ん
で
い
る
の
か
問
う
た
と
こ
ろ
、
華
厳
経
で
あ
る

と
言
う
。
そ
こ
で
「
十
種
の
法
界
や
重
々
無
尽
の
縁
起
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
」、

と
問
う
た
が
、
こ
の
僧
は
「
知
ら
な
い
」
と
答
え
た
。
用
林
は
さ
ら
に
「
勝
熱
婆

羅
門
が
善
財
童
子
に
『
剣
山
に
登
っ
て
火
中
に
投
身
せ
よ
』
と
言
っ
た（

（3
（

理
由
は
何

《図 1》北京孔子廟
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

か
」
と
問
う
た
が
、
や
は
り
「
知
ら
な
い
」
と
言
う
。
用
林
は
「
昼
行
灯
の
極
み

だ
な
」
と
舌
打
ち
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
僧
は
自
ら
を
恥
じ
た
と
い
う
。

ま
た
天
隠
は
『
三
国
甕
天
録
』
成
化
一
四
年
（
一
四
七
八
）
五
月
一
二
日
条
を

次
の
よ
う
に
引
用
す
る
。
用
林
が
「
韶
陽
」（

（3
（

す
な
わ
ち
雲
門
文
偃
（
八
一
四
～
九

四
九
）
の
法
裔
を
自
称
す
る
普
森
な
る
禅
僧
に
会
い
、「
達
磨
大
師
が
西
方
か
ら

や
っ
て
来
た
意
味
と
は
何
か
」（

（3
（

と
い
う
根
本
的
な
禅
問
答
を
仕
掛
け
た
。
普
森
は

払
子
を
真
っ
直
ぐ
に
立
て
て
返
答
と
し
た
が
、
用
林
は
満
足
せ
ず
、
更
に
問
う
た

と
こ
ろ
、「
一
粒
の
粟
の
中
に
世
界
を
収
め
る
」（

（4
（

と
答
え
た
。
用
林
が
「
い
い
加

減
な
禅
坊
主
め
。
お
話
に
な
ら
ん
な
」
と
突
き
放
す
と
、
普
森
は
椅
子
を
倒
し
て

退
散
し
た
と
い
う
。

天
隠
は
、
払
子
を
立
て
て
応
え
た
普
森
に
は
、
禅
僧
の
気
魄
が
あ
る
と
し
つ
つ

も
、
再
度
の
問
答
は
元
ネ
タ
が
見
え
見
え
で
、
ど
う
に
で
も
な
れ
と
椅
子
を
倒
し

て
去
る
よ
う
で
は
、
自
ら
生
き
埋
め
に
な
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
、
と
評
し
た
。

ま
た
智
化
寺
の
僧
も
、
経
典
の
字
面
を
追
う
だ
け
で
全
く
理
解
し
て
お
ら
ず
、
役

立
た
ず
の
人
間
の
よ
う
に
見
え
て
心
は
真
っ
黒
で
不
品
行
で
あ
る
と
し
、
こ
の
二

人
の
僧
は
用
林
の
一
撃
を
喰
ら
っ
て
狼
狽
し
て
実
に
笑
う
べ
き
有
様
で
あ
る
、
と

切
り
捨
て
た
。
そ
し
て
「
最
近
、
渡
明
を
志
す
者
は
、
た
だ
た
だ
珍
し
い
貨
物
を

求
め
て
梱
包
し
て
持
ち
帰
る
の
み
で
、
少
し
も
仏
法
に
言
及
す
る
者
が
い
な
い
」

と
指
摘
し
、
も
し
も
用
林
が
こ
の
二
僧
を
や
り
こ
め
な
け
れ
ば
、
国
子
監
の
助
教

の
よ
う
な
者
は
、
日
本
の
こ
と
を
野
蛮
な
連
中
と
見
下
し
、「
日
本
国
内
に
は
禅

師
が
い
な
い
」
と
言
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
ま
こ
と
用
林

の
お
か
げ
で
あ
る
と
、
天
隠
は
結
論
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
天
隠
に
よ
る
『
三
国
甕
天
録
』
の
読
後
感
想
の
う
ち
、
特
に
興

味
深
い
点
は
、
明
に
対
す
る
冷
め
た
評
価
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
や
朝
鮮
と
比

べ
て
、
明
を
大
国
で
あ
る
と
見
な
し
つ
つ
も
、
往
時
と
比
べ
て
儒
教
や
仏
教
の
質

が
下
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
と
疑
問
を
呈
し
、『
三
国
甕
天
録
』
を
三
ヶ

《図 2》智化寺
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所
に
渉
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
一
つ
は
驕
り
高
ぶ
り
謙
遜
の
態
度
に
欠
い
た
北
京

国
子
監
の
助
教
を
め
ぐ
る
逸
話
で
あ
り
、
一
つ
は
北
京
智
化
寺
の
無
知
な
僧
と
の

や
り
取
り
を
記
し
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
雲
門
宗
の
徒
を
自
称
す
る
虚
仮
威
し
の

禅
僧
と
の
問
答
の
逸
話
で
あ
る
。
一
方
で
、
当
時
の
遣
明
使
団
員
を
覆
っ
て
い
た

風
潮
、
す
な
わ
ち
貿
易
利
潤
の
追
究
だ
け
に
汲
汲
と
し
て
い
た
日
本
側
の
態
度
に

つ
い
て
も
鋭
く
批
判
し
て
い
る
。
文
明
八
年
遣
明
使
は
、
そ
の
経
営
を
ほ
ぼ
堺
商

人
が
丸
請
け
し
て
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
風
潮
が
目
に
余
る
ほ
ど
横
溢
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

三
、
横
川
景
三
「
跋
三
国
甕
天
録
後
」
に
つ
い
て

つ
い
で
横
川
景
三
（
一
四
二
九
～
一
四
九
三
）
が
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）

五
月
に
撰
文
し
た
「
跋
三
国
甕
天
録
後
」
の
原
文
と
読
み
下
し
文
を
示
し
、
分
析

す
る
。
横
川
景
三
は
天
隠
龍
沢
と
同
じ
く
播
磨
の
人
で
、臨
済
宗
夢
窓
派
の
禅
僧
。

号
は
小
補
・
補
庵
な
ど
。
相
国
寺
住
持
や
鹿
苑
院
主
と
僧
録
司
を
務
め
る
。
天
隠

龍
沢
と
同
様
、
五
山
文
学
僧
と
し
て
名
高
い
が
、
彼
も
ま
た
渡
明
経
験
は
無
い
。

【
史
料
3
】�

横
川
景
三
「
跋
三
國
甕
天
錄
後
」

（『
補
庵
京
華
続
集
』、『
五
山
文
学
新
集
』
一（

（4
（

）

　
　
　
　

跋
三
國
甕
天
錄
後

蒙
莊
座
（
荘
子
）主

之
言
曰
、「
孔
子
見
老（
老
子
）聃

、
告
顏
回
曰
、
丘
（
孔
子
）之

於
道
、
其
猶
醯
雞
與
、

微
夫
子
發
吾
覆
、
吾
不
知
天
地
之
大
全
也
」、
劉
師
道
詩
曰
、「
醯
雞
舞
甕
天
」、

殆盖

謂
是
耶也

、『
三
敎
平
心
論
』
曰
、「
佛
遣
三
弟
子
、
震
旦
敎
化
、
孔
子
乃
儒
童
菩

薩
、
顏
回
乃
光
淨
菩
薩
、
老
子
乃
摩
訶
迦
葉
也
」、
由
是
而
言
、
醯
雞
甕
天
、
莊
（
荘
子
）

之
寓
言
尓
、
亀（
天
龍
寺
）阜用
林
材（
梵
材
）公
藏
主
、
與
余
（
横
川
）從
游
日
久
矣
、
公
（
用
林
）廼
勝（
絶
海
中
津
）

定
帝
師
第
四
葉

孫
也
、
胸
中
有
今
古
、
茟
下
有
波
瀾
、
文
雅
君
子
也
、
加
之
、
理
論
佛
法
、
呵
風

罵
雨
、
活
機
鋒
不
可
當
也
、
文
明
丙（
八
年
）申

歳
、
公
從
信（
遣
明
使
）使遊

大
明
國
、
修
帝（
絶
海
）師

曩
遊

之
故
事
也
、
於
是
乎
、
所
歷
之
國
三
矣
、
曰
日
本
、
曰
大
明
、
曰
高
麗
、
其
間
山

川
都
邑
之
美
、
里
諺
方
言
之
異
、
隨
聞
隨
見
、
記
之
簡
牘
、
名
曰
『
三
國
甕
天

錄
』、
有
序
自
述
云
、
歸
朝
之
后
、
一
日
袖
此
錄
來
、
告
余
曰
、「
昔
司
馬
遷
南
遊

北
涉
、
遂
著
『
史
記
』
一
書
、
材
（
用
林
）所

取
異
之
也
、
近
古
以
來
、
吾（
仏
僧
）徒

有
事
于
遠
遊

者
、
過
半
作
『
入
唐
記
』、
以
寓
其
志
、
材
其
庶
幾
乎
、
和（
横
川
）尚

慈
悲
、
乘
閑
披
覧
、

一
々
添
竄
、
系
以
後
語
、
材
終
身
之
賜
也
」、
余
嘆
曰
、「
大
哉
『
三
國
甕
天
』、

陸（
陸
游
）
渭
南
『
入
蜀
記
』
者
、
西
南
一
國
耳
、
北（
瑞
渓
周
鳳
）

禪
翁
『
入
東
記
』
者
、
京
與
鎌
倉
之

間
耳
、
而
公
之
有
斯
行
也
、
在
日
本
則
雖
歷
十
一
州
、
而
國
吾
國
也
、
人
吾
人
也
、

所
謂
六
十
六
州
之
日
月
、
皆
甕
天
中
物
、
在
大
明
則
雖
歷
十
四
州
、
而
破
鯨
海
之

巨
浪
、
對
燕（
北
京
）山

之
積
雪
、
大（
成
化
帝
）

明
天
子
、
召
見
於
奉
天
殿
、
賜
衣
榮
帰
、
雨
露
所
被
、

四
海
一
家
、
所
謂
四
百
州
之
山
河
、
皆
甕
天
中
物
、
在
高
麗
則
雖
歷
大
靜
一
島
、

而
與
州
太
守
擧
酒
水
亭
、
矯仰

面
馬
訾〔
鬐
〕、
俯
首
鴨
渌
〔
緑
〕、
所
謂
三
百
九
十
島
之
烟
水
、

皆
甕
天
中
物
也
」、
余
故
曰
、「
大
哉
甕
天
」、
余
自
幼
入
洛
、
影
不
出
城
者
四
十

年
也
、
灵
踪
異
蹟
、
雖
跬
步
之
間
、
視
之
如
胡
越
、
冨
士
之
雪
、
箱
崎
之
松
、
或

得
于
想
像
而
知
之
、
況
遠異

域
乎
、
今
也
一
覧
甕
天
、
坐
閲
三
國
、
如
身
往
而
目
擊
、

如
杖
膏
而
鞋
秣
、
豈其

不
快
乎
、
費
長
房
入
壺
中
、
見
別
乾
坤
、
不
在
此
限
也
、
就

中
有
一
段
奇
特
事
、「
成
化（
十
四
年
）

戊
戌
五
月
十
二
日
記
」
曰
、「
是
日
遊
天
童
、
有
一
老

僧
、
名
普
森
、
雲
門
下
尊
宿
也
、
三
十
年
、
脇
不
即
席
、
予
（
用
林
）問
曰
、『
如
何
是
祖

師
西
來
意
』、
森
（
普
森
）竪
起
弗〔
拂
〕子
、
曰
、『
未
在
、
更
道
』、
森
云
、『
粒
粟
藏
法
界
』、
曰
、

『
杜
撰
禪
和
子
、
話
頭
也
不
知
』、
掀
倒
竹
椅
、
拂
袖
而
出
也
」、
予余

讀
到
此
、
不

覺
發
覆
覩
天
也
、
夫
太（
天
童
寺
）

白
山
下
之
雲
、
橫（
法
恵
寺
）

翠
閣
上
之
月
、
無
端
公
一
喝
下
、
七
花

八
裂
、
苟
非
僧
太（
司
馬
遷
）

史
公
・
宗
門
遷
（
司
馬
遷
・
班
固
）

固
、
爭
知
公
斧
藻
吾
宗
哉
、
余
（
横
川
）有

一
説
、
敎
中

有
謂
、
須
弥
納
芥
子
、
々
々
納
須
弥
、
唐
李
刺
史
渤
、
以
芥
子
納
須
弥
、
作
一
肚

皮
疑
、
質
之
帰（
智
常
）宗
、
々
（
智
常
）曰
、「
人
傳
使（
李
渤
）君
讀
万
卷
書
」、
公
從
頂
至
踵
、
如
椰
子
大
、

萬
卷
向
甚
處
着
、
李
（
李
渤
）俛
首
、
嗚
呼
、
三
敎
醋
浸
乎
甕
天
、
三
國
䁀
峙
乎
甕
天
、
不
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

知
甕
中
藏
天
耶
、
天
中
藏
甕
耶
、
抑
又
三
經
五
論
、
諸
史〔
子
〕百
家
、
從
公
方
寸
之
中

流
出
、
盖
天
盖
地
耶
、
椰
子
大
而
著
万
卷
、
芥
子
大
而
納
須
弥
、
一
部
甕
天
、
義

盡
于
此
矣
、余
爲
『
甕
天
錄
』
所
淹
殺
、手
不
停
卷
、或
批
而
抹
焉
、或
句
而
讀
焉
、

夜
堂
朱
墨
小
灯
籠
、
壁
後
匡
衡
豈
異
人
乎
、
甕
間
畢
卓
我
身
是
也
、
一
咲
、
文
明

壬（
十
四
年
五
月
）

寅
夏
五
吉
辰
、
小
補
景
三
跋
、

《
読
み
下
し
》

　
　
　

三
国
甕
天
録
の
後
に
跋
す

荘
座
（
荘
子
）主
の
言
を
蒙
り
て
曰
く
、「
孔
子
、
老（
老
子
）聃
に
見ま
み

え
、
顔
回
に
告
げ
て
曰
く
、

『
丘
（
孔
子
）の

道
に
於
け
る
や
、
其
れ
猶
お
醯け
い
け
い雞

か
。
夫
子
の
吾
が
覆ふ
く

を
発ひ
ら

く
こ
と
微な

か

り
せ
ば
、
吾
れ
天
地
の
大
全
を
知
ら
ざ
り
し
也
』」
と
。
劉
師
道
の
詩
に
曰
く
、

「
醯
雞
、甕
天
に
舞
う
」
と
。
蓋
し
是
れ
を
謂
う
か
。『
三
教
平
心
論
』
に
曰
く
、「
仏

は
三
弟
子
を
遣
わ
し
、
震
旦
敎
化
せ
り
。
孔
子
は
乃
ち
儒
童
菩
薩
、
顏
回
は
乃
ち

光
浄
菩
薩
、
老
子
は
乃
ち
摩
訶
迦
葉
也
」
と
。
是
れ
に
由
り
て
言
え
ば
、
醯
雞
甕

天
は
、
荘
（
荘
子
）の

寓
言
な
る
の
み
。
亀（
天
龍
寺
）阜の

用
林
材（
梵
材
）公

蔵
主
は
、
余
（
横
川
）と

従
游
す
る
こ
と

日
に
久
し
。
公
（
用
林
）は

廼す
な
わち

勝（
絶
海
中
津
）

定
帝
師
第
四
の
葉
孫
也
。
胸
中
に
今
古
有
り
て
、
筆
下

に
波
瀾
有
り
。
文
雅
の
君
子
也
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
理
も
て
仏
法
を
論
じ
、
呵

風
罵
雨
し
、
機
鋒
を
活
か
し
て
当
た
る
べ
か
ら
ざ
る
也
。
文
明
丙（
八
年
）申
の
歳
、
公
、

信（
遣
明
使
）使に
従
い
大
明
国
に
遊
び
、
帝（
絶
海
）師
曩
遊
の
故
事
を
修
む
也
、
是こ

こ
に
於
い
て
か
、

歴
る
所
の
国
は
三
な
り
。
曰
く
日
本
、
曰
く
大
明
、
曰
く
高
麗
な
り
。
其
の
間
の

山
川
都
邑
の
美
、
里
諺
方
言
の
異
、
聞
く
に
随
い
見
る
に
随
い
、
之
れ
を
簡
牘
に

記
す
。
名
を
ば
『
三
国
甕
天
録
』
と
曰
え
り
。
序
の
自
述
す
る
有
り
と
云
う
。
帰

朝
の
后
、
一
日
此
の
録
を
袖
し
て
来
た
り
、
余
に
告
げ
て
曰
く
、「
昔
司
馬
遷
は

南
遊
北
涉
し
、
遂
に
『
史
記
』
一
書
を
著
せ
り
。
材
（
用
林
）の
之
れ
を
異
と
取
る
所
也
。

近
古
以
来
、
吾（
仏
僧
）

が
徒
、
遠
遊
に
事つ
か

う
る
者
有
り
。
過
半
は
『
入
唐
記
』
を
作
り
、

以
て
其
の
志
を
寓
す
、
材
、
其
れ
に
庶ち

か幾
き
か
。
和（
横
川
）尚

、
慈
悲
も
て
閑
に
乗
じ
て

披
覧
し
、一
々
添
竄
し
、系つ
な

ぐ
に
後
語
を
以
て
せ
ば
、材
の
終
身
の
賜
た
ま
も
の也

」
と
。
余
、

嘆
じ
て
曰
く
、「
大
い
な
る
か
な
、『
三
国
甕
天
』。
陸（
陸
游
）

渭
南
『
入
蜀
記
』
は
、
西

南
の
一
国
の
み
。
北（
瑞
渓
周
鳳
）

禅
翁
『
入
東
記
』
は
、
京
と
鎌
倉
の
間
の
み
。、
而
し
て
公

の
斯そ

の
行
有
る
や
、
日
本
に
在
り
て
は
則
ち
十
一
州
を
歴
る
と
雖
も
、
国
は
吾
が

国
也
。
人
は
吾
が
人
也
。
所い
わ
ゆ
る謂

六
十
六
州
の
日
月
は
、皆
な
甕
天
の
中
の
物
な
り
。

大
明
に
在
り
て
は
則
ち
十
四
州
を
歴
る
と
雖
も
、
鯨
海
の
巨
浪
を
破
り
、
燕（
北
京
）山

の

積
雪
に
対
し
、
大（

成

化

帝

）

明
天
子
は
奉
天
殿
に
召
見
し
、
衣
を
賜
り
栄
帰
せ
り
。
雨
露
の

被こ
う
む
る
所
は
、
四
海
一
家
、
所い
わ
ゆ
る謂
四
百
州
の
山
河
は
、
皆
な
甕
天
の
中
の
物
な
り
。

高
麗
に
在
り
て
は
則
ち
大
静
一
島
を
歴
る
と
雖
も
、州
太
守
と
酒
を
水
亭
に
挙
げ
、

面
を
馬
鬐（

（4
（

に
仰
い
で
、
首
を
鴨
緑
に
俯
す
。
所い
わ
ゆ
る謂

三
百
九
十
島
の
烟
水
は
、
皆
な

甕
天
の
中
の
物
也
」
と
。
余
、
故
か
る
が
ゆ
えに

曰
く
、「
大
い
な
る
か
な
、
甕
天
」
と
。
余
、

幼
き
よ
り
洛
に
入
り
、
影
も
て
城
を
出
ざ
る
こ
と
四
十
年
也
。
霊
踪
異
蹟
は
、
跬

步
の
間
と
雖
も
、
之
れ
を
視
る
こ
と
胡
越
の
如
し
。
富
士
の
雪
、
箱
崎
の
松
、
或

い
は
想
像
に
得
て
之
れ
を
知
れ
り
。
況
ん
や
異
域
に
お
い
て
お
や
。
今
や
一
た
び

甕
天
を
覧
て
、
坐
し
て
三
国
を
閲
し
、
身み
ず
から

往
く
が
如
く
目
撃
し
、
杖
の
膏こ

え
る

が
如
く
鞋あ
い

秣ま
つ

す
る
は
、
其
れ
快
こ
こ
ろ
よか

ら
ず
や
。
長
房
を
費
や
し
て
壺
中
に
入
り
、
乾

坤
を
見
別
す
る
は
、
此
の
限
り
に
在
ら
ざ
る
也
。
な
か
ん
ず
く
一
段
奇
特
の
事
有

り
。「
成
化
戊（
十
四
年
）戌五
月
十
二
日
の
記
」
に
曰
く
、「
是
の
日
、
天
童
に
遊
ぶ
。
一
老

僧
有
り
。、
名
は
普
森
、
雲
門
下
の
尊
宿
也
。
三
十
年
、
脇か
た
わら
に
て
席
に
即つ

か
ず
。

予
（
用
林
）、

問
い
て
曰
く
、『
如
何
に
是
れ
祖
師
西
来
の
意
』
と
。
森
（
普
森
）、

払
子
を
竪じ
ゅ

起き

す
。

曰
く
、『
未
だ
在
ら
ず
。
更
に
道い

え
』
と
。
森
、云
く
、『
粒
粟
、法
界
を
蔵
す
』
と
。

曰
く
、『
杜
撰
の
禅
和
子
な
り
。
話
頭
も
也ま

た
知
ら
ず
』
と
。
竹
椅
を
掀か
か

げ
倒
し
、

袖
を
払
い
て
出
る
也
」
と
。
余
、
読
み
て
此
れ
に
到
る
に
、
覚
え
ず
覆ふ
く

を
発ひ
ら

い
て

天
を
覩み

る
也
。
夫
れ
太（
天
童
寺
）

白
山
下
の
雲
、
橫（
法
恵
寺
）

翠
閣
上
の
月
、
端
無
く
公
の
一
喝
の
下
、

七
た
び
花は
な

さ
き
八
た
び
裂
く
。
苟
い
や
し
くも

僧
太（
司
馬
遷
）

史
公
・
宗（
司
馬
遷
と
班
固
）

門
の
遷
固
に
非
ざ
れ
ば
、
争い
か
で

か
公
の
吾
が
宗
を
斧
藻
す
る
を
知
ら
ん
や
。
余
（
横
川
）に

一
説
有
り
。
教
中
に
謂い
わ

れ
有
り
。

須し
ゅ

弥み

は
芥け

子し

を
納
め
、
芥
子
は
須
弥
を
納
む
。
唐
の
李
刺
史
渤
、
芥
子
の
須
弥
を
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

納
む
る
を
以
て
、一い
ち

肚と

皮ひ

の
疑
い
を
作な

し
、之
れ
を
帰（
智
常
）宗

に
質
す
。
宗
（
智
常
）、曰

く
、「
人

伝つ
た

う
る
に
、
使（
李
渤
）君

は
万
巻
の
書
を
読
め
り
と
。
公
、
頂
よ
り
踵
に
至
る
こ
と
、
椰

子
の
大
き
さ
の
如
し
。
万
巻
は
向さ
き

に
甚い
ず
こ処
に
着
か
ん
」
と
。
李
（
李
渤
）は
首こ
う
べを
俛た

れ
り
。

嗚
呼
、
三
教
は
甕
天
に
醋
浸
し
、
三
国
は
甕
天
に
鼎
峙
す
。
知
ら
ず
、
甕
中
に
天

を
蔵か
く

す
か
を
。
天
中
に
甕
を
蔵
す
か
を
。
抑そ
も
そも

又
た
三
経
五
論
、
諸
子
百
家
、
公

の
方
寸
の
中
よ
り
流
出
す
れ
ば
、
天
を
蓋
い
地
を
蓋
い
た
る
や
。
椰
子
の
大
き
さ

に
し
て
万
巻
を
著
す
。
芥
子
の
大
き
さ
に
し
て
須
弥
を
納
む
。
一
部
の
甕
天
、
義

と
し
て
此
れ
を
尽
く
せ
り
。
余
、
為
め
に
『
甕
天
録
』
の
淹
殺
す
る
所
な
り
。
手

ず
か
ら
巻
を
停
め
ず
、
或
い
は
批
し
て
抹
す
。
或
い
は
句
し
て
読
む
。
夜
堂
の
朱

墨
と
小
灯
籠
、
壁
後
の
匡
衡
、
豈
に
異
人
な
ら
ん
か
。
甕
間
の
畢
卓
は
我
が
身
是こ

れ
也
。
一
咲
せ
り
。
文
明
壬（
十
四
年
五
月
）

寅
夏
五
吉
辰
、
小
補
景
三
、
跋
す
。

右
の
跋
文
の
概
略
を
説
明
す
る
。
横
川
は
冒
頭
で
、『
荘
子
』
外
篇
「
田
子
方

篇
」
第
二
一（

（4
（

の
引
用
か
ら
筆
を
起
こ
す
。
す
な
わ
ち
「
孔
子
が
老
子
に
謁
し
て
退

出
し
た
後
、
弟
子
の
顔
回
に
こ
う
述
べ
た
。『
老
子
殿
の
説
く
道
理
に
お
い
て
は
、

私
な
ぞ
は
酒
壺
に
涌
く
小
虫
の
よ
う
な
も
の
だ
。
老
子
殿
が
私
の
蒙
昧
を
啓
い
て

く
れ
な
け
れ
ば
、
私
は
天
下
の
大
全
を
知
る
こ
と
も
な
か
っ
た
ろ
う
』」
と
。
横

川
は
、
北
宋
の
劉
師
道（

（4
（

の
詩
に
あ
る
「
小
虫
が
酒
壺
に
舞
う
」
の
句
は
、
こ
の
文

に
依
拠
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
指
摘
し
、
元
の
劉
謐
の
著
『
三
教
平
心
論
』（

（4
（

所
引

の
『
破
邪
論
』
の
一
節
を
引
く
。
す
な
わ
ち
「
仏
は
震
旦
（
中
国
）
を
教
化
す
る

た
め
、
孔
子
こ
と
儒
童
菩
薩
と
、
顔
回
こ
と
光
浄
菩
薩
と
、
老
子
こ
と
摩
訶
迦
葉

の
三
人
の
弟
子
を
使
わ
し
た
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
釈
迦
と
文
殊
は
老
子
の
教
化

を
受
け
た
」
と
す
る
『
化
胡
経
』
の
反
論
に
当
た
る
が
、
横
川
が
主
張
し
た
い
所

は
、
儒
教
は
道
教
に
包
摂
さ
れ
、
道
教
は
仏
教
に
包
摂
さ
れ
る
、
と
い
う
仏
教
優

位
の
三
教
一
致
論
で
あ
ろ
う
。
ま
た
用
林
の『
三
国
甕
天
録
』の「
甕
天
」の
語
が
、

荘
子
の
「
醯
雞
甕
天
」
の
喩
え
話
か
ら
来
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
つ
い
で
横
川

は
旧
友
の
用
林
の
法
系
な
ど
を
紹
介
す
る
。
す
な
わ
ち
天
龍
寺
の
蔵
主
で
、
絶
海

中
津
の
門
流
（
霊
松
門
派
）
で
四
代
目
の
法
孫
に
当
た
り
、
文
筆
に
長
け
て
理
を

も
っ
て
仏
法
を
説
き
、禅
問
答
も
巧
み
で
あ
る
、と
い
う
。
そ
し
て
文
明
八
年
（
一

四
七
六
）
に
遣
明
使
団
員
と
な
り
、
祖
師
の
絶
海
と
同
じ
く
明
を
周
遊
し
た
こ
と

を
述
べ
る
。
ま
た
こ
の
使
行
で
経
巡
っ
た
日
本
・
明
・
朝
鮮
に
つ
き
、
道
中
の
山

川
の
光
景
や
住
民
の
言
語
の
差
な
ど
を
、
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま
に
記
し
た
も
の
を

ま
と
め
た
。
用
林
は
こ
れ
を
『
三
国
甕
天
録
』
と
名
付
け
、
自
序
を
附
し
た
も
の

を
、
帰
国
後
、
横
川
の
も
と
に
携
え
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
む
か
し
司
馬
遷
は
南
北
を
旅
し
て
『
史
記
』
を
著
し
、
日
本
で
も
唐
土
に
渡
っ

た
僧
た
ち
が
『
入
唐
記
』
を
作
成
し
た
。
ど
う
か
御
暇
な
時
に
こ
の
書
を
閲
読
さ

れ
、
添
削
を
さ
れ
て
跋
文
を
作
成
し
て
頂
き
た
い
」
と
。
横
川
は
こ
れ
に
感
服
し

て
、「『
三
国
甕
天
録
』
は
素
晴
ら
し
い
。
陸
游
（
一
一
二
五
～
一
二
一
〇
）
の
『
入

蜀
記
』
は
、
宋
国
内
の
四
川
省
の
道
中
日
記
で
あ
る
し
、
瑞
渓
周
鳳
（
一
三
九
一

～
一
四
七
三
）
の
『
入
東
記
』
は
、
京
と
鎌
倉
の
往
来
日
記
に
過
ぎ
な
い
。
い
っ

ぽ
う
用
林
の
行
程
は
、
日
本
国
内
で
は
一
一
州
の
み
通
過
し
た
と
は
い
え
、
全
国

六
六
州
の
日
月
は
、
み
な
甕
天
の
中
に
あ
る
。
明
国
で
通
過
し
た
州
は
一
四
州
で

あ
る
が
、
大
海
原
を
渡
り
、
北
京
の
雪
を
目
の
当
た
り
に
し
、
紫
禁
城
の
奉
天
殿

で
皇
帝
に
謁
見
し
て
衣
服
を
賜
り（

（4
（

華
々
し
く
帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
皇
帝
の
威
光

が
及
ぶ
四
〇
〇
州
の
山
河
は
、
み
な
甕
天
の
中
に
あ
る
。
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
済

州
島
の
大
静
県
（
馬
羅
島
か（

（4
（

）
に
漂
着
し
た
時
の
見
聞
で
あ
る
が
、
同
地
の
太
守

と
酒
盃
を
水
亭
で
上
げ
た
。
朝
鮮
南
北
に
渉
る
三
九
〇
島
の
光
景
は
、
み
な
甕
天

の
中
に
あ
る
」
と
称
賛
し
た
。
そ
し
て
横
川
自
身
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
洛
中
に
住

み
、
四
〇
年
間
、
洛
外
を
出
た
こ
と
が
な
く
、
駿
河
の
富
士
山
の
雪
も
筑
前
の
筥

崎
の
松（

（4
（

な
ど
の
名
勝
旧
蹟
も
、
想
像
す
る
以
外
に
知
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
と
述

べ
る
。
故
に
こ
の
『
三
国
甕
天
録
』
を
読
み
、
居
な
が
ら
に
三
国
を
実
見
し
た
か

の
よ
う
な
気
分
に
な
る
の
は
快
い
こ
と
だ
、
と
感
歎
の
弁
を
重
ね
た
上
で
、
特
に
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

注
目
す
べ
き
箇
所
と
し
て
、『
三
国
甕
天
録
』
成
化
一
四
年
（
一
四
七
八
）
五
月

一
二
日
条
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

す
な
わ
ち
こ
の
日
、
用
林
は
天
童
寺（

（4
（

《
図
3
》
を
訪
遊
し
、
老
僧
一
人
に
会
っ

た
。
名
を
普
森
と
い
い
、
雲
門
宗
の
門
下
僧
で
あ
る
と
い
う
。
三
○
年
間
、
首
座

に
な
る
こ
と
も
な
く
平
僧
で
あ
り
続
け
た
。
用
林
は
、「
達
磨
大
師
が
西
方
か
ら

や
っ
て
来
た
意
味
と
は
何
か
」
と
問
う
た
。
普
森
は
払
子
を
真
っ
直
ぐ
に
立
て
た
。

用
林
は
「
ま
だ
ま
だ
不
十
分
だ
。
さ
ら
に
問
う
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、「
粟
粒
に

法
界
を
収
め
る
」
と
答
え
た
。
用
林
が
「
い
い
加
減
な
禅
坊
主
め
。
お
話
に
な
ら

ん
な
」
と
突
き
放
す
と
、
普
森
は
椅
子
を
倒
し
て
袖
を
払
っ
て
退
散
し
た
、
と
。

右
【
史
料
3
】
の
引
用
箇
所
は
、【
史
料
2
】
の
天
隠
の
引
用
と
ほ
ぼ
同
文
で

あ
る
が
、
用
林
と
普
森
が
遭
遇
し
た
場
所
が
、
浙
江
省
寧
波
の
天
童
寺
で
あ
る
こ

と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
雲
門
宗
の
法
流
が
天
童
寺
に
残
っ
て
い
た
こ
と
は
、

禅
宗
史
上
、
極
め
て
興
味
深
い
重
大
事
で
あ
る
。
か
つ
て
禅
宗
五
家
の
一
つ
と
し

て
、
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
隆
盛
を
極
め
た
こ
の
宗
派
は
、
元
代
の
段
階
で
法

流
が
途
絶
え
た
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
用
林
と
の
問
答
の
様
子
を

見
る
限
り
、
こ
の
普
森
と
い
う
禅
僧
は
余
り
出
来
が
宜
し
く
な
い
よ
う
で
、
本
当

に
雲
門
宗
の
末
裔
で
あ
る
の
か
、
や
や
疑
わ
し
い
。

右
の
や
り
と
り
を
読
ん
だ
横
川
は
、
蒙
を
啓
か
れ
天
を
仰
ぐ
程
の
感
動
を
得
た

よ
う
で
、
寧
波
天
童
寺
の
雲
も
杭
州
法
恵
寺（

（5
（

の
月
も
、
用
林
の
一
喝
に
よ
っ
て
散

り
散
り
に
な
っ
た
と
言
い
、
司
馬
遷
や
班
固
の
よ
う
な
史
家
で
な
け
れ
ば
、
用
林

が
禅
宗
に
寄
与
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
評
し
た
。
そ
し
て
唐
代
の
李

渤
と
智
常
禅
師
の
逸
話（

（5
（

を
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
「
芥
子
粒
が
須
弥
山
を
納
め
る
」

と
い
う
維
摩
経
の
意
味
が
理
解
で
き
な
か
っ
た
李
渤
が
、
こ
れ
を
智
常
禅
師
に
質

し
た
と
こ
ろ
、「
貴
公
は
万
巻
の
書
を
読
ん
だ
と
い
う
評
判
で
す
。
お
体
は
、
頭

か
ら
踵
ま
で
椰
子
の
よ
う
な
大
き
さ
で
す
が
、
ど
こ
に
そ
の
万
巻
の
書
を
収
納
さ

れ
た
の
で
す
か
」
と
返
答
し
、
李
渤
を
納
得
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
で
あ
る
。
横
川

《図 3》天童寺

000-031634-縦-P57-74_米谷均様.indd   67 2022/02/11   9:33:50



― 68 ―

学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
儒
仏
道
の
三
教
が
甕
天
（
酒
壺
）
に
漬
け
込
ま
れ
、
日
明

朝
の
三
国
が
甕
天
に
鼎
立
す
る
有
様
は
、
甕
の
中
に
天
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の

か
、
天
の
中
に
甕
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
程
で
あ
る
、
と
評
し

た
。
そ
し
て
三
経
五
論
も
諸
子
百
家
の
教
え
も
、
用
林
の
脳
内
か
ら
流
れ
出
れ
ば
、

天
地
い
っ
ぱ
い
に
満
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
た
か
も
椰
子
の
大
き
さ
の
体
内
に

万
巻
の
書
を
収
め
、
芥
子
粒
の
中
に
須
弥
山
を
納
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
三

国
甕
天
録
』
を
読
み
進
め
て
巻
子
を
解
く
手
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
メ
モ
を

記
し
た
り
句
を
詠
ん
だ
り
し
て
い
る
う
ち
に
、
つ
い
に
夜
を
明
か
し
て
し
ま
っ
た

云
々
、
と
い
っ
た
感
慨
を
横
川
は
記
し
て
い
る
。

以
上
が
『
三
国
甕
天
録
』
に
対
す
る
横
川
の
読
後
感
想
で
あ
る
。
引
用
箇
所
は
、

同
書
の
成
化
一
四
年
（
一
四
七
八
）
五
月
一
二
日
条
の
み
で
あ
る
が
、
記
事
の
舞

台
が
寧
波
天
童
寺
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
『
三

国
甕
天
録
』に
お
け
る
用
林
の
自
称
表
現
が
、天
隠
の
跋
文【
史
料
2
】で
は「
公
」

に
置
き
換
え
ら
れ
て
間
接
話
法
的
な
引
用
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
横
川
の
跋

文
【
史
料
3
】
で
は
、
用
林
の
自
称
表
現
は
「
予
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
直
接
引

用
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
ま
た
同
じ
成
化
一
四
年
（
一
四
七
八
）
五
月
一
二
日
条

の
引
用
文
が
、【
史
料
2
】
と
【
史
料
3
】
の
間
で
微
妙
に
異
な
る
の
は
、
あ
る

い
は
天
隠
が
最
初
に
添
削
し
た
文
字
の
異
動
が
、【
史
料
3
】
の
引
用
部
分
に
反

映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

横
川
の
感
想
の
全
般
的
な
特
徴
と
し
て
は
、
仏
儒
道
の
三
教
一
致
論
を
強
調
し

て
い
る
こ
と
、
な
ら
び
に
古
人
の
旅
行
の
成
果
と
し
て
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』、

入
唐
僧
た
ち
の
『
入
唐
記
』、
陸
游
の
『
入
蜀

（
（5
（記

』、
瑞
渓
周
鳳
『
入
東
記
』
な
ど

を
列
挙
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
う
ち
『
入
唐
記
』
に
当
た
る
書
物
は
、

円
仁
『
入
唐

（
（5
（

求
法
巡
礼
行
記
』
や
、
円
珍
『
入
唐
記
』
の
抄
出
本
『
行
歴

（
（5
（抄
』
な

ど
が
伝
来
し
て
い
る
が
、
瑞
渓
周
鳳
の
関
東
旅
行
記
『
入

（
（5
（
東
記
』
は
亡
失
し
て
し

ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
三
国
甕
天
録
』
の
記
載
を
通
じ
て
、
日
本
・
中
国
・
朝

鮮
の
州
数
な
ど
を
列
挙
し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
文
明
八
年
遣
明
使
の
済
州
島
漂
着
に
関
わ
る
記
述
で

あ
る
。
遣
明
船
は
明
か
ら
日
本
へ
向
か
う
帰
路
に
、
風
波
の
た
め
三
度
に
渉
っ
て

同
地
に
漂
着
し
て
い
る
。（

（5
（

す
な
わ
ち
一
四
五
四
年
の
宝
徳
遣
明
使
一
号
船
・
三
号

船
・
六
号
船
、（

（5
（

一
四
七
八
年
の
文
明
八
年
遣
明
使
三
艘
、（

（5
（

一
四
九
七
年
の
明
応
遣

明
使
の
漂
着（

（5
（

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
文
明
八
年
遣
明
使
は
、
先
述
し
た
通
り
、
朝
鮮

側
官
憲
か
ら
当
初
い
さ
さ
か
手
荒
な
処
遇
を
受
け
、
済
州
島
大
静
県
監
の
李
誠
孫

が
発
し
た
兵
に
よ
り
、
拿
捕
さ
れ
て
収
監
さ
れ
た
。
後
に
誤
解
が
解
け
、
済
州
牧

使
の
鄭
亨
に
よ
っ
て
鄭
重
に
接
遇
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
事
件
の
二
年
後
、
朝
鮮

に
や
っ
て
来
た
畠
山
義
勝
使
が
、
そ
の
書
契
に
て
、
こ
の
時
「
故
無
く
緊
縛
捕
囚

さ
れ
た
呆
夫
良
心
ら
二
○
名
が
、
決
死
の
覚
悟
で
脱
出
し
た
が
、
帰
国
を
果
た
せ

ず
死
亡
し
た
」
と
抗
議
す
る
旨
を
示
し
た
。（

（6
（

一
方
、【
史
料
3
】
の
横
川
に
よ
る

記
述
に
お
い
て
は
、用
林
が
「
高
麗
に
在
り
て
は
則
ち
大
静
一
島
を
歴
る
と
雖
も
、

州
太
守
と
酒
を
水
亭
に
挙
げ
」
た
、
と
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
州
太
守
と
は
、

済
州
牧
使
の
鄭
亨
に
該
当
し
、
恐
ら
く
「
不
審
船
」
の
誤
解
が
解
け
た
の
ち
、
鄭

亨
に
よ
っ
て
歓
待
さ
れ
た
よ
う
な
記
事
が
、『
三
国
甕
天
録
』
に
記
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
雪
舟
と
と
も
に
応
仁
遣
明
使
（
一
四
六
五
～
一
四
六
九
）
に
搭

乗
し
、
朝
鮮
に
も
一
四
七
三
年
に
渡
海
し
た
経
験
を
有
す
る
呆
夫
良
心（

（6
（

の
最
期

と
、
無
事
に
帰
国
を
遂
げ
た
用
林
梵
材
と
の
、
運
命
の
分
か
れ
目
を
感
じ
さ
せ
る

記
述
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
五
月
初
旬
、
明
か
ら
帰
国
し
て
五
年
後
、
用
林
は

示
寂
し
た
。
僧
階
は
蔵
主
の
ま
ま
で
、
出
世
し
て
住
持
に
な
る
こ
と
な
く
、
黒
衣

の
平
僧
の
ま
ま
人
生
を
終
え
た
。
そ
の
埋
葬
に
際
し
て
、
横
川
は
次
の
よ
う
な
弔
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

辞
を
撰
し
た
。

【
史
料
4
】�
横
川
景
三
「
用
林
梵
材
蔵
主
掩
土
仏
事
」

（『
補
庵
京
華
別
集
』、『
五
山
文
学
新
集
』
一（

（6
（

）

　
　
　

用
林
梵
材
藏
主
掩
土
佛
事　
　
　
走
筆
、

大
哉
廣
厦
万
間
材
、
佛
法
何
時
梁
木
頽
、
三
國
甕
中
天
亦
泣
、
夜
來
風
雨
送
黃
梅
、

共〔
恭
〕惟
、

圓
寂
用
林
梵
材
藏
主
、
禪
詩
文
學
、
天
地
人
才
、
掛
錫
於
嵯（
天
龍
寺
）

峨
峯
頭
、
樂（
惟
儼
）山
十
禪

客
驀
面
訶
罵
、
行
脚
於
大
唐
國
裏
、
臨（
義
玄
）濟

三
玄
門
信
手
拓
開
、
百
億
分
身
入
凢
入

聖
入
染
入
淨
、三
十
七
歳
不
生
不
滅
不
去
不
來
、即
今
一
拳
々
倒
涅
槃
岸
、一
踢
々

翻
耶
摩
堆臺

、
喝
一
喝
、
撤
土
、
木
直
裰
前
無
白
骨
、
土
饅
頭
底
有
青
苔
、

《
読
み
下
し
》

　
　
　

用
林
梵
材
蔵
主
の
土
を
掩お
お

う
仏
事　
　
　
筆
を
走
ら
す
、

大
い
な
る
か
な
、
広こ
う

厦か

万ば
ん

間か
ん

の
材
。
仏
法
何い
ず

れ
の
時
か
梁
木
頽す
た

る
。
三
国
の

甕お
う
ち
ゅ
う中

、
天
も
亦ま

た
泣
か
ん
。
夜
来
の
風
雨
は
黄
梅
を
送
ら
ん
。
恭
う
や
う
やし

く
惟お
も

ん
み

る
に
、

円
寂
せ
る
用
林
梵
材
蔵
主
は
、
禅
詩
文
学
、
天
地
人
才
、
錫
を
嵯（
天
龍
寺
）

峨
峰
頭
に
掛

け
、
楽（
惟
儼
）山
の
十
禅
客
を
驀
面
訶
罵
す
。
大
唐
の
国
裏
を
行
脚
し
、
臨（
義
玄
）済
の
三
玄
門

は
手
に
信ま
か

せ
て
拓
開
す
。
百
億
分
身
し
て
入
凡
入
聖
入
染
入
浄
。
三
十
七
歳
に
し

て
不
生
不
滅
不
去
不
来
。
即
今
一
た
び
拳
々
と
涅
槃
の
岸
に
倒
れ
、
一
た
び
踢
々

と
摩
台
に
翻
る
。
一
喝
を
喝
す
。
土
を
撤
す
。
木
の
直じ
き
と
つ裰

の
前
に
白
骨
無
く
、
土

の
饅ま
ん
じ
ゅ
う頭の
底
に
青せ
い

苔た
い

有
り
。

横
川
は
ま
ず
、掩
土
の
前
に
偈
頌
を
詠
む
。そ
の
趣
旨
は
、用
林
の
法
諱「
梵
材
」

に
掛
け
て
、
彼
を
広
い
家
を
支
え
る
多
く
材
木
に
喩
え
、
用
林
の
死
は
仏
法
の
棟

木
が
潰
れ
た
よ
う
な
も
の
、
と
す
る
。
そ
し
て
彼
の
著
作
『
三
国
甕
天
録
』
に
因

ん
で
、
日
中
朝
の
三
国
の
酒
壺
の
中
の
世
界
も
彼
の
死
を
嘆
き
、
夜
の
風
雨
は
黄

梅
を
散
ら
す
だ
ろ
う
、
と
い
う
。
つ
い
で
示
寂
し
た
用
林
の
行
状
に
つ
き
、
禅
に

も
詩
に
も
才
能
を
発
揮
し
、
天
龍
寺
に
僧
籍
を
置
い
て
、
薬
山
禅
師
の
十
禅
客
を

打
擲
し
た
龎
居
士（

（6
（

の
よ
う
な
禅
問
答
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
明
国
内
を
周
遊
し
て
臨
済

義
玄
の
三
玄
門
を
手
当
た
り
次
第
に
開
い
た
、
と
述
べ
る
。
つ
い
で
続
く
後
半
の

文
章
か
ら
、
彼
の
享
年
が
数
え
歳
で
三
七
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

用
林
の
遺
品
と
し
て
、
古
代
中
国
の
宮
殿
の
瓦
と
さ
れ
る
も
の
に
墨
池
を
掘
り

抜
い
た
「
瓦
硯
」
の
骨
董
品
が
遺
さ
れ
た
。
横
川
は
、
こ
の
遺
品
の
相
続
継
承
に

つ
き
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

【
史
料
5
】�

横
川
景
三
「
鄴
瓦
硯
銘
」

（『
補
庵
京
華
外
集
』
上
、『
五
山
文
学
新
集
』
一（

（6
（

）

　
　
　
　
　
　

鄴
瓦
硯
銘

在
和
在
漢
、
一
瓦
千
年
、
與
硯
同
壽
、
大
醫
竹（
昭
慶
）田

、　

小（
横
川
景
三
）

補
横
川  

□

此
硯
、
亀（
天
龍
寺
）山用（
用
林
梵
材
）

林
材
藏
主
所
藏
也
、
材
（
用
林
）易

簀
日
、
持
贈
岱（
東
雲
景
岱
）

東
雲
、
有
謂
、
先
是
材

從
國（
遣
明
使
）

信
使
、
遊
大
明
國
、
袖
之
以
行
、
帰
朝
亦
然
、
材
所
珍
祕
可
知
矣耳

、
嗚
呼
、

用
林
之
言
不
誣
矣
、
一
兩
年
前
、
岱
（
東
雲
）臥
病
日
久
、
竹（
竹
田
昭
慶
）

田
法
印
、
旦
夕
診
視
、
可
謂

功勞

矣
、
仍
贈
此
硯
、
以
代
謝
詞
、
法（
昭
慶
）印
大
喜
、
爲
得
奇
宝
、
命
工
造
篋
、
寄
其
盖

請
予
（
横
川
）銘

、實
好
事
者
所
爲
也
、書
此
塞
命
云
、景（
横
川
）三

志
、于
時
長
享
德
戊（
二
年
）申

暮
春
也
、

《
読
み
下
し
》

　
　
　
　
　
　

鄴
瓦
硯
の
銘

和
に
在
り
て
漢
に
在
り
て
、
一
瓦
の
千
年
、
硯
と
寿と
し

を
同
じ
う
す
、
大
医
の

竹（
昭
慶
）田
、　

小（
横
川
景
三
）

補
横
川
、

此
の
硯
、
亀（
天
龍
寺
）山用（
用
林
梵
材
）

林
材
蔵
主
の
蔵
す
所
也
。
材
（
用
林
）の

簀す
の
こを

易か

え
る
日
、
持
て
岱（
東
雲
景
岱
）

東
雲

に
贈
る
は
、
謂
わ
れ
有
り
。
是
れ
よ
り
先
、
材
は
国（
遣
明
使
）

信
使
に
従
い
、
大
明
国
に
遊

ぶ
に
、
之
れ
を
袖
し
て
以
て
行
き
、
帰
朝
も
亦ま

た
然
り
。
材
の
珍
秘
す
る
所
、
知
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

る
べ
き
の
み
。
嗚
呼
、
用
林
の
言
は
誣い
つ
わら

ず
。
一
両
年
前
、
岱
（
東
雲
）の

病
に
臥
す
こ
と

日
に
久
し
。
竹（
竹
田
昭
慶
）

田
法
印
、
旦
夕
に
診
視
す
る
は
、
労
と
謂
う
べ
し
。
仍
っ
て
此
の

硯
を
贈
り
、
以
て
謝
詞
に
代
え
ん
と
。
法（
昭
慶
）印
大
い
に
喜
び
、
奇
宝
を
得
た
り
と

為
す
。
工
に
命
じ
て
篋は
こ

を
造
り
、
其
の
蓋ふ
た

を
寄
せ
て
予
（
横
川
）に
銘
を
請
う
。
実
に
好
事

者
の
為
す
所
也
。
此
れ
を
書
し
て
命
を
塞ふ
さ

ぐ
と
云
え
り
。
景（
横
川
）三

志し
る

す
。
時
に
長
享

戊（
二
年
）申

暮
春
也
。

横
川
は
用
林
の
遺
品
を
「
鄴
瓦
硯
」
す
な
わ
ち
「
銅
雀
瓦
硯
」（

（6
（

と
見
な
し
た
。

そ
し
て
瓦
硯
を
収
め
た
硯
箱
の
蓋
に
、「
日
本
で
も
中
国
で
も
、
千
年
と
い
う
瓦

の
古
さ
は
硯
の
古
さ
と
同
一
で
あ
る
。
大
医
の
竹
田　

小
補
横
川
」
と
い
う
銘
文

を
施
し
、
硯
の
由
来
を
説
明
し
て
い
る
。
時
系
列
を
整
え
て
ま
と
め
れ
ば
、
こ
の

硯
は
用
林
梵
材
の
愛
蔵
品
で
、
遣
明
使
の
団
員
と
し
て
渡
明
し
た
際
、
用
林
は
こ

の
瓦
硯
を
携
行
し
、
日
本
へ
帰
国
す
る
時
も
持
ち
帰
っ
た
。
そ
し
て
彼
の
死
後
、

瓦
硯
は
東
雲
景
岱
（
一
四
六
九
～
一
五
二
七
）
に
譲
ら
れ
た
。
東
雲
景
岱
は
横
川

の
門
弟
で
、二
度
に
渉
っ
て
蔭
凉
軒
主
に
任
じ
ら
れ
、退
任
後
、鹿
苑
院
主
と
な
っ

て
僧
録
を
掌
っ
た
人
物
で
あ
る
。
文
明
一
八
年（
一
四
八
六
）か
ら
長
享
元
年（
一

四
八
七
）
頃
、
東
雲
が
病
に
臥
し
た
時
、
竹
田
昭
慶（

（6
（

（
一
四
二
一
～
一
五
〇
八
）

が
日
夜
丁
寧
に
診
療
し
て
く
れ
た
た
め
、
東
雲
は
そ
の
御
礼
と
し
て
こ
の
瓦
硯
を

贈
っ
た
。
昭
慶
は
珍
宝
を
得
た
と
喜
び
、
職
人
に
命
じ
て
収
蔵
用
の
箱
を
造
ら
せ
、

蓋
に
記
す
銘
文
の
作
成
を
横
川
に
依
頼
し
た
。
横
川
は
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）

三
月
に
銘
文
を
作
成
し
て
、
要
請
を
し
の
い
だ
、
云
々
と
な
る
。

鄴
瓦
硯
（
銅
雀
硯
）
は
、
建
安
四
年
（
二
一
〇
）
に
曹
操
が
鄴
都
に
建
て
た
銅

雀
台
が
廃
墟
に
な
っ
た
後
、
そ
の
古
瓦
と
称
す
る
も
の
を
硯
に
転
用
し
た
も
の
を

言
う
。
宋
代
の
頃
か
ら
文
人
の
間
の
玩
弄
物
と
し
て
愛
蔵
さ
れ
、
建
安
四
年
の
年

紀
な
ら
び
に
蘇
軾
と
黄
庭
堅
の
銘
が
刻
ま
れ
た
贋
作
品
が
、
中
国
国
内
に
多
数
出

回
っ
た
。（

（6
（

日
本
に
も
将
来
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
確
認
で
き
る
初
例
は
、
春
屋
妙
葩

が
鎌
倉
公
方
の
足
利
基
氏
に
贈
呈
し
た
鄴
瓦
硯
で
、
義
堂
周
信
が
貞
治
三
年
（
一

三
六
四
）
に
経
緯
を
記
し
て
い
る
。（

（6
（

こ
の
鄴
瓦
硯
は
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）

に
基
氏
が
死
去
し
た
際
、
遺
骨
と
と
も
に
墓
中
に
埋
納
さ
れ
た
と
言
う
。（

（6
（

ま
た
横

川
景
三
も
、
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
に
足
利
義
政
か
ら
下
賜
さ
れ
た
鄴
瓦
硯

を
所
持
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
故
大
内
教
弘
が
三
位
を
贈
ら
れ
た
謝
礼
と
し
て
、

大
内
政
弘
が
義
政
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。（

（7
（

い
っ
ぽ
う
用
林
所
蔵
の
瓦
硯
は
、
こ
れ
ら
と
は
別
途
に
日
本
国
内
で
流
通
し
て

い
た
も
の
を
、
あ
る
時
に
入
手
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。【
史
料
5
】
に
「
材

は
国（
遣
明
使
）

信
使
に
従
い
、
大
明
国
に
遊
ぶ
に
、
之
れ
を
袖
し
て
以
て
行
き
、
帰
朝
も
亦ま

た
然
り
」
と
あ
り
、
用
林
が
瓦
硯
を
携
行
し
て
入
明
し
、
帰
国
の
際
も
持
ち
帰
っ

た
と
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。（

（7
（

そ
の
形
状
は
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
の
か
。
先
述
の
通
り
、
こ
の
瓦
硯
は
、
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
の
用

林
没
後
、
東
雲
景
岱
に
遺
贈
さ
れ
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
頃
、
竹
田
昭
慶
に

譲
渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が
、
近
世
初
頭
の
段
階
で
は
、
徳

川
家
康
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
た
よ
う
で
、
藤
原
惺
窩
が
そ
の
箱
蓋
銘
を
駿
府
城
で

瞥
見
し
、
そ
の
様
子
を
林
羅
山
に
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

【
史
料
6
】
林
羅
山
『
梅
村
載
筆
』（

（7
（

（
寛
文
七
年
〈
一
六
六
七
〉
八
月
）

一�

、
鄴
瓦
ノ
シ
ル
シ
ハ
、
裏
ニ
建
安
ノ
年
號
ア
リ
テ
、
其
下
ニ
天
祿
ノ
形
ア
リ
、

天
祿
ハ
兎ウ
サ
キニ
似
タ
ル
獸
ナ
リ
、
天
祿
ナ
キ
ハ
僞
物
ナ
リ
、
竹
田
ノ
月（
昭
慶
）海
、
此
硯

ヲ
持
セ
リ
、
其
蓋
ニ
橫（
景
三
）川

賛
ヲ
作
リ
テ
曰
、「
在
倭
・〔
在
〕漢

、
一
瓦
千
年
、
与
硯

同
壽
、
大
醫
竹
田
」
ト
ア
リ
、
後
ニ
此
硯
、
駿
府
ノ
御
所
ニ
有
シ
ヲ
見
侍
リ
キ
、

又
或
所
ニ
テ
硯
ヲ
見
ル
ニ
、「
未
央
宮
東
閣
瓦
、
漢
六
年
、
蕭
何
造
」
ト
ア
リ
、

是
ハ
真
僞
オ
ボ
ツ
カ
ナ
シ
、

右
の
「
在
倭
・〔
在
〕漢
、
一
瓦
千
年
、
与
硯
同
壽
、
大
醫
竹
田
」
は
、
ま
さ
し
く
横
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

川
景
三
が
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
撰
文
し
た
【
史
料
5
】
の
箱
蓋
銘
で
あ

る
。
し
か
し
瓦
硯
本
体
を
駿
府
城
と
は
別
の
場
所
で
見
た
藤
原
惺
窩
の
証
言
に
よ

れ
ば
、
鄴
瓦
硯
に
必
ず
備
わ
っ
て
い
る
と
当
時
信
じ
ら
れ
て
い
た
「
建
安
」
の
年

号
や
天
禄（

（7
（

の
獣
形
が
無
く
、
未
央
宮
の
東
閣
の
瓦
で
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る

文
字
が
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
未
央
宮
と
は
、
前
漢
時
代
の
紀
元
前
二
〇
〇
年
、

劉
邦
の
居
所
と
し
て
蕭
何
が
長
安
に
造
営
し
た
宮
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

用
林
旧
蔵
の
瓦
硯
は
、
二
一
〇
年
に
建
て
ら
れ
た
銅
雀
台
跡
の
瓦
を
用
い
た
と
い

う
鄴
瓦
硯
で
は
な
く
、
更
に
四
〇
〇
年
ほ
ど
古
い
時
代
の
宮
殿
の
瓦
で
作
ら
れ
た

と
す
る
「
未
央
宮
瓦
硯
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
を
見
た
藤
原
惺
窩
は
、

さ
す
が
に
「
真
偽
は
お
ぼ
つ
か
な
い
」
と
疑
っ
て
い
る
。
懐
古
趣
味
に
便
乗
し
て

様
々
な
瓦
硯（

（7
（

が
中
国
で
創
作
さ
れ
、
そ
の
一
部
が
日
本
に
も
流
入
し
、
用
林
は
そ

れ
を
掴
ま
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
日
本
に
も
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

文
房
宝
具
が
あ
る
」
こ
と
を
明
人
に
喧
伝
す
る
た
め
、
用
林
は
渡
明
の
際
に
携
行

し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
動
機
や
経
緯
は
、
あ
る
い
は
『
三
国
甕
天
録
』

に
詳
述
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
残
念
な
が
ら
日
記
本
体
が
亡
失
し
て

い
る
た
め
、
こ
れ
以
上
の
究
明
は
困
難
で
あ
る
。

最
後
に
、『
三
国
甕
天
録
』
に
つ
き
、
全
般
的
な
ま
と
め
を
記
し
置
き
た
い
。

本
書
は
、
文
明
八
年
遣
明
使
（
一
四
七
六
～
七
八
）
の
団
員
（
役
職
不
明
）
で
あ

る
用
林
梵
材
の
道
中
日
記
で
あ
る
。
三
国
と
は
、
使
行
に
て
経
由
し
た
日
本
と
明
、

そ
し
て
帰
路
に
漂
流
し
た
朝
鮮
を
指
す
。
日
記
本
体
は
逸
亡
し
た
が
、
天
隠
龍
沢

と
横
川
景
三
に
よ
る
二
つ
の
跋
文
に
、
三
箇
所
の
引
用
が
あ
り
、
逸
文
と
し
て
内

容
の
確
認
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
用
林
が
北
京
孔
子
廟
を
訪
れ
た
成
化
一
三
年

（
一
四
七
七
）
一
一
月
一
七
日
条
と
、
北
京
智
化
寺
の
僧
と
問
答
し
た
成
化
一
四

年
（
一
四
七
八
）
一
月
六
日
条
と
、
寧
波
天
童
寺
の
普
森
と
問
答
し
た
同
年
五
月

一
二
日
条
で
あ
る
。
こ
の
『
三
国
甕
天
録
』
は
、
用
林
の
帰
国
後
、
天
隠
に
よ
っ

て
添
削
が
施
さ
れ
て
お
り
、
横
川
に
対
し
て
も
用
林
は
添
削
と
跋
文
作
成
を
求
め

て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、
も
と
の
道
中
日
記
の
語
句
文
章
は
、
整
え
ら
れ
て
完
成

版
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。（

（7
（

ま
た
横
川
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、『
三
国
甕
天
録
』
に

は
用
林
の
序
文
が
附
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
関
連
史
料
の
少
な
い
文
明
八
年
遣
明

使
を
物
語
る
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
そ
し
て
数
少
な
い
遣
明
使
の
道
中
日
記
の
逸

文
と
し
て
、
天
隠
と
横
川
の
跋
文
と
も
ど
も
、
今
後
さ
ら
に
注
目
し
て
頂
け
れ
ば

と
思
う
。

【
注
】

（
1
）
遣
明
使
な
ど
、
日
明
関
係
史
の
概
説
・
各
論
に
つ
い
て
は
、
村
井
章
介
編
集
代
表
『
日

明
関
係
史
研
究
入
門
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
2
）
村
井
章
介
・
須
田
牧
子
編
『
笑
雲
入
明
記
』（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
七
九
八
、
二
〇
一
〇

年
）。
そ
の
概
説
は
、同
書
解
題
と
須
田
牧
子
「『
笑
雲
入
明
記
』
―
宝
徳
度
船
の
旅
日
記
―
」

（
注
（
1
）
書
、
二
一
〇
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
）
牧
田
諦
亮
『
策
彦
入
明
記
の
研
究
』
上
（
仏
教
文
化
研
究
所
、一
九
五
五
年
）、伊
藤
幸
司
・

岡
本
弘
道
・
須
田
牧
子
・
中
島
楽
章
・
西
尾
賢
隆
・
橋
本
雄
・
山
崎
岳
・
米
谷
均
「
妙
智
院

所
蔵
『
初
渡
集
』
巻
中
・
翻
刻
」（
伊
藤
幸
司
・
中
島
楽
章
編
『
寧
波
と
博
多
』
汲
古
書
院
、

二
〇
一
三
年
）。

（
4
）
注
（
3
）
牧
田
書
、
上
、
二
一
一
頁
。
そ
の
概
説
は
、
注
（
3
）
史
料
と
と
も
に
、
須

田
牧
子
「『
初
渡
集
』『
再
渡
集
』
―
天
文
八
・
一
六
年
度
船
の
旅
日
記
―
」（
注
（
1
）
書
、

二
三
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）
注
（
3
）
牧
田
書
、
上
、
二
九
三
頁
。

（
6
）
岡
本
真
・
須
田
牧
子
「
天
龍
寺
妙
智
院
所
蔵
『
入
明
略
記
』」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

紀
要
』
二
七
、
二
〇
一
七
年
）。

（
7
）
注
（
2
）
村
井
・
須
田
編
書
、
二
五
三
頁
。
そ
の
概
説
は
、
関
周
一
「『
唐
船
日
記
』
―

楠
葉
西
忍
の
昔
語
り
―
」（
注
（
1
）
書
、
二
一
六
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
8
）
注
（
3
）
牧
田
書
、
上
、
三
五
一
頁
。
そ
の
概
説
は
、
伊
川
健
二
「『
戊
子
入
明
記
』
―

応
仁
度
船
の
準
備
記
録
―
」（
注
（
1
）
書
、
二
一
九
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
9
）
注
（
3
）
牧
田
書
、
上
、
三
六
五
頁
。
そ
の
概
説
は
、
オ
ラ
ー
・
チ
ャ
バ
「『
壬
申
入
明

記
』
―
永
正
度
船
の
嘆
願
書
集
―
」（
注
（
1
）
書
、
二
二
四
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

（
25
）
五
万
文
は
五
〇
貫
文
に
相
当
し
、下
賜
額
と
し
て
は
些
少
の
感
が
す
る
が
、明
側
史
料
『
明

憲
宗
実
録
』
巻
一
七
四
、
成
化
一
四
年
一
月
辛
巳
〈
一
八
日
〉
条
も
、
日
本
側
史
料
『
続
善

隣
国
宝
記
』
四
号
史
料
（
注
（
18
）
田
中
書
、
二
六
六
頁
）
も
、「
五
万
文
」
と
記
し
て
い

る
た
め
、
こ
れ
に
従
う
。
な
お
川
戸
貴
史
「
銅
銭
」（
注
（
1
）
書
、
四
三
四
頁
）
も
参
照

さ
れ
よ
。
こ
の
銅
銭
下
賜
の
額
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
橋
本
雄
の
御
教
示
を
受
け
た
。

（
26
）『
続
善
隣
国
宝
記
』
四
号
史
料
（
注
（
18
）
田
中
編
書
、
二
六
六
頁
）。

（
27
）『
明
憲
宗
実
録
』
巻
一
七
二
、成
化
一
三
年
（
一
四
七
七
）
一
一
月
庚
辰
〈
一
七
日
〉
条
。

（
28
）
注
（
14
）
伊
藤
論
文
、
六
二
頁
。

（
29
）
以
後
、
原
文
は
主
に
旧
字
体
で
、
読
み
下
し
文
は
も
っ
ぱ
ら
新
字
体
に
変
え
て
表
記
し
、

固
有
名
詞
に
左
傍
線
を
施
し
た
。
右
傍
注
の
内
、〔　

〕
は
原
文
の
文
字
訂
正
、（　

）
は
語

注
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
読
み
下
し
は
文
字
訂
正
し
た
も
の
に
従
っ
て
行
っ
た
。

（
30
）
玉
村
竹
二
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
、
九
八
一
頁
。
こ
の
史
料
は
、
注
（
12
） 

『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
八
、
八
三
三
頁
、
及
び
注
（
13
）
荒
木
代
表
報
告
書
、
二
一
〇

頁
上
段
に
掲
載
。

（
31
）
注
（
30
）
玉
村
編
書
、
九
八
四
頁
。
こ
の
史
料
は
、
注
（
12
）『
大
日
本
史
料
』
第
八
編

之
八
に
も
、
注
（
13
）
荒
木
代
表
報
告
書
に
も
未
掲
載
の
重
要
史
料
で
あ
る
。

（
32
）未
詳
。『
明
人
伝
記
資
料
索
引
』（
台
湾
・
国
立
中
央
図
書
館
、一
九
六
五
年
）に
よ
れ
ば
、「
得

菴
」
を
号
に
持
つ
人
物
と
し
て
冒
鸞
を
あ
げ
る
が
、弘
治
六
年
（
一
四
九
三
）
に
進
士
に
な
っ

た
人
物
で
、
か
つ
「
得
菴
」
の
号
を
称
し
た
の
は
晩
年
で
あ
る
た
め
、
成
化
一
三
年
（
一
四

七
七
）
に
明
へ
上
陸
し
た
用
林
が
遭
遇
し
た
人
物
と
は
、
一
世
代
後
の
別
人
物
で
あ
る
。
ま

た
「
得
庵
」
を
号
に
持
つ
人
物
で
、
孫
姓
の
者
は
見
当
た
ら
な
い
。

（
33
）
北
京
市
東
城
区
国
子
監
街
一
三
号
に
現
存
す
る
。

（
34
）
こ
れ
は
建
中
四
年
（
七
八
三
）
に
、
七
三
歳
の
李
揆
が
、
唐
蕃
会
盟
の
た
め
吐
蕃
へ
派

遣
さ
れ
た
時
、
国
王
テ
ィ
ソ
ン
・
デ
ツ
ェ
ン
の
問
い
に
対
し
て
、
引
き
留
め
ら
れ
る
の
を
案

じ
た
李
揆
が
、
こ
う
答
え
た
と
い
う
逸
話
。『
新
唐
書
』
巻
一
五
〇
、
列
伝
七
五
「
李
揆
伝
」。

（
35
）
蘇
轍
は
元
祐
四
年
（
大
安
五
年
、
一
〇
八
九
）
に
、
遼
の
皇
帝
の
生
辰
を
祝
う
国
信
使

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
兄
の
蘇
軾
が
送
っ
た
七
言
律
詩
「
送
子
由
使
契
丹
」
の

尾
聯
が
、
こ
れ
に
当
た
る
。
小
川
環
樹
・
山
本
和
義
選
訳
『
蘇
東
坡
詩
選
』（
岩
波
文
庫
、

一
九
七
五
年
）
二
四
七
頁
。

（
36
）
北
京
市
東
城
区
禄
米
倉
胡
同
五
号
に
現
存
す
る
。
明
の
英
宗
が
、
側
近
の
大
監
王
振
を

祀
る
た
め
創
建
し
た
寺
院
。
松
浦
章
『
近
世
中
国
朝
鮮
交
渉
史
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
三
年
）
五
三
頁
。

（
10
）
講
談
社
、
一
九
八
三
年
、
六
九
八
頁
。

（
11
）
小
葉
田
淳
『
中
世
日
支
貿
易
史
の
研
究
』（
刀
江
書
院
、
一
九
六
九
年
）
に
も
言
及
が
無

く
、湯
谷
稔
『
日
明
勘
合
貿
易
史
料
』（
国
書
刊
行
会
、一
九
八
三
年
）
に
も
未
収
録
で
、『
対

外
関
係
史
総
合
年
表
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
も
記
事
が
記
載
さ
れ
て
な
い
。

（
12
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
一
九
二
二
年
、
八
三
五
頁
。

（
13
）
荒
木
和
憲
研
究
代
表
、
平
成
二
十
八
年
度
～
令
和
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
礎
研

究
（
B
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
二
一
年
、
二
二
一
頁
下
段
。

（
14
）
文
明
八
年
遣
明
使
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
注
（
11
）
小
葉
田
書
、
八
〇
～
八
五
頁
を
、

航
路
に
つ
い
て
は
伊
藤
幸
司
「
遣
明
船
と
南
海
路
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

二
二
三
、
二
〇
二
一
年
）
六
一
～
六
二
頁
を
、
本
章
で
は
全
般
的
に
参
照
し
た
。

（
15
）
取
龍
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
幸
司
『
中
世
日
本
の
外
交
と
禅
宗
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇

二
年
）
三
六
～
五
二
頁
に
詳
し
い
。
ま
た
同
「
取
龍
」（
注
（
1
）
書
、
一
五
七
頁
）
も
参

照
の
こ
と
。

（
16
）
注
（
11
）
小
葉
田
書
、
二
五
二
頁
。

（
17
）
橋
本
雄
『
中
華
幻
想
―
唐
物
と
外
交
の
室
町
時
代
史
―
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年
）

一
九
八
頁
。

（
18
）
瑞
渓
周
鳳
『
善
隣
国
宝
記
』
三
九
号
史
料
（
田
中
健
夫
編
『
善
隣
国
宝
記
・
新
訂
続
善

隣
国
宝
記
』
集
英
社
、
一
九
九
五
年
、
一
九
四
頁
）。
た
だ
し
横
川
の
弟
子
の
彦
龍
周
興
『
半

陶
文
集
』
に
も
同
一
の
稿
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
師
弟
合
作
の
可
能
性
も
あ

る
と
い
う
。
田
中
編
書
、
五
九
八
頁
注
記
（
三
段
落
目
）
を
参
照
。

（
19
）
須
田
牧
子
「
大
内
氏
の
外
交
と
室
町
政
権
」（
川
岡
勉
・
古
賀
信
幸
編
『
西
国
の
文
化
と

外
交
』、
清
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
五
八
～
六
〇
頁
、
伊
藤
幸
司
「
大
内
教
弘
・
政
弘
と
東

ア
ジ
ア
」（『
九
州
史
学
』
一
六
一
、
二
〇
一
二
年
）
九
～
一
六
頁
。

（
20
）
岡
本
真
「
運
用
面
か
ら
み
た
日
明
勘
合
制
度
」（
松
方
冬
子
編
『
国
書
が
む
す
ぶ
外
交
』

東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）
二
三
〇
～
二
三
一
頁
。

（
21
）
嵯
峨
勝
鬘
院
の
開
山
は
、
霊
松
門
派
開
祖
の
絶
海
中
津
で
あ
る
。
こ
の
勝
鬘
院
船
の
派

遣
を
め
ぐ
る
意
義
に
つ
い
て
は
、
注
（
17
）
橋
本
書
、
一
九
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
22
）
伊
川
健
二
は
、
肥
前
松
浦
氏
が
銭
三
〇
〇
貫
を
幕
府
へ
献
納
し
た
結
果
、
勘
合
を
得
て
、

こ
の
三
号
船
を
経
営
し
た
と
推
定
す
る
。『
大
航
海
時
代
の
東
ア
ジ
ア
―
日
欧
通
交
の
歴
史

的
前
提
―
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
九
六
頁
。

（
23
）『
善
隣
国
宝
記
』
四
〇
号
史
料
（
注
（
18
）
田
中
編
書
、
二
〇
〇
頁
）。

（
24
）『
明
憲
宗
実
録
』
巻
一
七
〇
、
成
化
一
三
年
（
一
四
七
七
）
九
月
辛
卯
〈
二
七
日
〉
条
。
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文
明
八
年
（
一
四
七
六
）
遣
明
使
の
道
中
日
記
『
三
国
甕
天
録
』
の
逸
文
史
料
に
つ
い
て

遡
っ
て
赴
任
し
た
際
の
船
旅
日
記
。
岩
城
秀
夫
訳
『
入
蜀
記
』（
平
凡
社
、東
洋
文
庫
四
六
三
、

一
九
八
七
年
）。

（
53
）
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
巡
礼
記
の
研
究
』
全
四
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
八
九
年
）。

（
54
）
小
野
勝
年
『
入
唐
求
法
行
歴
の
研
究
』
上
下
巻
（
法
蔵
館
、
一
九
八
二
・
八
三
年
）。

（
55
）
永
享
一
一
年
（
一
四
三
九
）
二
月
、
上
杉
禅
秀
の
乱
の
後
始
末
の
た
め
、
都
鄙
和
睦
の

使
節
と
し
て
京
を
出
発
し
て
鎌
倉
へ
行
き
、
四
月
に
帰
京
し
て
将
軍
義
教
に
復
命
す
る
ま
で

の
日
記
と
い
う
。

（
56
）
関
周
一
「
朝
鮮
に
漂
流
・
漂
着
し
た
倭
人
」（『
年
報
三
田
中
世
史
研
究
』
一
九
、
二
〇

一
二
年
）
一
六
頁
。

（
57
）
注
（
2
）
村
井
・
須
田
編
書
、
一
七
六
～
一
七
七
頁
、
景
泰
五
年
（
一
四
五
四
）
六
月

二
七
日
条
～
七
月
七
日
条
。『
朝
鮮
端
宗
実
録
』
巻
一
一
、
端
宗
二
年
（
一
四
五
四
）
七
月

丁
卯
〈
一
八
日
〉
条
。
巻
一
二
、
端
宗
二
年
九
月
辛
亥
〈
三
日
〉
条
。

（
58
）『
朝
鮮
成
宗
実
録
』
巻
九
四
、
成
宗
九
年
（
一
四
七
八
）
七
月
乙
酉
〈
二
六
日
〉
条
。

（
59
）『
朝
鮮
燕
山
君
日
記
』
巻
二
四
、燕
山
君
三
年
（
一
四
九
七
）
六
月
丙
申
〈
二
六
日
〉
条
。

（
60
）『
朝
鮮
成
宗
実
録
』
巻
一
一
九
、
成
宗
一
一
年
（
一
四
八
〇
）
七
月
癸
未
〈
五
日
〉
条
。

こ
れ
に
対
し
て
良
心
の
捕
縛
捕
囚
の
件
を
否
定
す
る
朝
鮮
側
の
返
書
が
、
巻
一
二
〇
、
同
年

八
月
戊
午
〈
五
日
〉
条
に
あ
る
。
な
お
こ
の
畠
山
義
勝
の
使
節
は
、
博
多
商
人
な
ど
が
創
出

し
た
偽
使
で
あ
り
、
特
に
一
四
七
三
年
次
の
畠
山
義
勝
使
に
は
呆
夫
良
心
が
主
導
的
役
割
を

演
じ
て
い
た
。

（
61
）
近
年
得
ら
れ
た
呆
夫
良
心
に
関
す
る
知
見
と
し
て
は
、
注
（
48
）
橋
本
論
文
、
四
一
一

～
四
一
二
頁
が
あ
る
。彼
は
一
四
七
三
年
の
畠
山
義
勝
使
の
副
使
と
し
て
朝
鮮
へ
渡
っ
た
際
、

明
初
の
鍼
灸
書
『
神
応
経
』
を
献
上
し
た
。
な
お
橋
本
雄
「
大
友
氏
の
日
明
・
日
朝
交
流
」（
鹿

毛
敏
夫
・
坪
根
伸
也
編
『
戦
国
大
名
大
友
氏
の
館
と
権
力
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
）

二
五
八
～
二
五
九
頁
も
参
照
さ
れ
よ
。

（
62
）
注
（
41
）
玉
村
編
書
、
五
二
三
頁
。

（
63
）『
碧
巌
録
』
巻
四
、「
二
則
」、「
龎
居
士
好
雪
片
片
不
落
別
処
」。

（
64
）
注
（
41
）
玉
村
編
書
、
七
三
六
頁
。
こ
の
史
料
は
、
注
（
12
）『
大
日
本
史
料
』
第
八
編

之
八
、
八
三
七
頁
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
65
）
銅
雀
瓦
硯
に
つ
い
て
は
、
福
本
雅
一
「
銅
雀
硯
」（『
書
の
周
辺
3　

断
硯
集
』
二
玄
社
、

一
九
八
五
年
）、
杉
原
た
く
哉
A
「
銅
雀
硯
考
」（『
美
術
史
研
究
』
二
四
、
一
九
八
六
年
）、

同
B
「
義
堂
周
信
の
『
銅
雀
研
記
』
に
つ
い
て
」（『
鎌
倉
』
五
五
、
一
九
八
七
年
）
を
主
に

参
照
し
た
。
な
お
杉
原
氏
の
論
文
に
つ
い
て
は
榎
本
渉
氏
よ
り
御
教
示
を
受
け
た
。

（
37
）『
華
厳
経
』
巻
四
七
「
入
法
界
品
」
三
四
－
四
に
あ
る
有
名
な
逸
話
。

（
38
）
韶
陽
は
、
雲
門
文
偃
が
同
光
元
年
（
九
二
三
）
に
創
建
し
た
雲
門
寺
の
所
在
地
。
広
東

省
韶
関
市
乳
源
ヤ
オ
族
自
治
県
乳
城
鎮
に
現
存
す
る
。

（
39
）『
伝
灯
録
』
巻
四
、「
径
山
道
欽
章
」。

（
40
）『
普
灯
録
』
巻
二
四
、「
呂
洞
賓
章
」。

（
41
）
玉
村
竹
二
編
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
、
四
六
二
頁
。
こ
の
史
料
は
、
注
（
12
） 

『
大
日
本
史
料
』
第
八
編
之
八
、
八
三
五
頁
、
及
び
注
（
13
）
荒
木
代
表
報
告
書
、
二
二
一

頁
下
段
に
掲
載
。

（
42
）
原
文
「
馬
訾
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
た
め
、「
馬
鬐
（
馬
の
た
て
が
み
）」
の
誤
記
と

判
断
し
た
。「
鴨
緑
（
鴨
緑
江
）」
と
対
句
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
馬
鬐
」
は
馬
の

産
地
で
あ
る
済
州
島
を
暗
示
し
て
、「
馬
鬐
」「
鴨
緑
」
の
二
語
で
朝
鮮
の
南
北
を
表
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
43
）
福
永
光
司
『
荘
子
』
外
篇
・
下
（
中
国
古
典
選
15
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
七
八
年
）
一

四
六
～
一
四
七
頁
を
参
照
し
た
。

（
44
）
劉
師
道
は
北
宋
の
士
大
夫
。
字
は
損
之
。
官
は
枢
密
直
学
士
に
至
る
。

（
45
）
早
稲
田
大
学
古
典
籍
室
蔵
（
文
庫
19
F

126
）。
二
巻
。
仏
教
の
立
場
か
ら
儒
仏
道
の
調
和

を
説
く
。

（
46
）
明
側
の
注
（
24
）
史
料
に
も
「
金
襴
・
環
・
裟
」
を
遣
明
使
に
下
賜
し
た
旨
が
記
さ
れ

て
い
る
。

（
47
）
原
文
「
大
静
一
島
」
と
い
う
表
記
か
ら
推
測
す
る
に
、
大
静
県
に
所
属
し
、
済
州
島
の

南
端
に
浮
か
ぶ
馬
羅
島
が
、
遣
明
使
の
漂
着
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
48
）
筥
崎
宮
境
内
に
生
え
る
「
筥
崎
の
松
」
は
、歌
枕
と
し
て
古
来
よ
り
名
高
い
。「
吉
祥
院
」

な
る
人
物
は
、
渡
明
前
に
「
は
こ
ざ
き
の
あ
け
ぼ
の
い
か
に
雪
の
松
」
と
、
大
宰
府
天
満
宮

の
連
歌
会
で
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
人
物
が
、
応
仁
遣
明
使
の
土
官
を
務
め
た
松
雲
軒
全
杲
で

は
な
い
か
、と
の
興
味
深
い
論
考
が
、橋
本
雄
「
宗
祇
旧
知
の
入
明
僧
「
吉
祥
院
」
と
は
誰
か
」

（
芳
澤
元
編
『
室
町
文
化
の
座
標
軸
』
勉
誠
出
版
、二
〇
二
一
年
）
に
よ
っ
て
近
年
な
さ
れ
た
。

（
49
）
寧
波
市
鄞
州
区
の
太
白
山
の
麓
に
現
存
。

（
50
）
杭
州
城
内
に
あ
っ
た
寺
院
。
蘇
軾
に
「
法
恵
寺
横
翠
閣
」
な
る
詩
が
あ
る
。
注
（
35
） 

小
川
・
山
本
選
訳
、
一
〇
六
頁
。

（
51
）
こ
の
逸
話
は
、
因
陀
羅
の
筆
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
禅
機
図
断
簡
「
智
常
・
李
渤
図
」（
国

宝
、
畠
山
記
念
館
所
蔵
）
で
も
有
名
で
あ
る
。

（
52
）
陸
游
が
乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）
に
四
川
の
地
方
官
に
任
命
後
、
紹
興
か
ら
揚
子
江
を
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学
習
院
女
子
大
学 

紀
要　

第
二
十
四
号

け
る
社
会
制
度
の
形
成
』
人
文
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
ら
諸
研
究
は
、
近
世
後
期
に
編
纂
さ

れ
た
『
福
山
秘
府
』
年
歴
部
、
巻
之
一
、
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
条
の
「
伝
云
、
是
歳
、

北
夷
出
瓦
硯
」
の
記
述
を
根
拠
に
、
こ
の
瓦
硯
が
中
世
後
期
に
ア
イ
ヌ
の
手
を
経
て
中
国
大

陸
か
ら
蝦
夷
地
へ
将
来
さ
れ
た
遺
品
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
瓦
硯
と
と
も
に
伝
来
し

た
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
六
月
識
語
の
西
笑
承
兌
『
麒
麟
硯
記
』
に
は
、
こ
の
瓦
硯
は
永

正
遣
明
使
（
一
五
一
〇
～
一
三
）
に
よ
っ
て
日
本
に
将
来
さ
れ
た
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
贋
作
者
と
し
て
名
高
い
寧
波
の
方
仕
（
方
梅
厓
）
が
、
遣
明
使
団
員
と
し

て
渡
明
し
た
半
井
澄
玄
（
春
蘭
軒
）
に
贈
呈
さ
れ
た
の
が
こ
の
瓦
硯
で
、
後
に
半
井
澄
玄
か

ら
子
の
通
仙
へ
、
通
仙
か
ら
驢
菴
瑞
慶
へ
相
伝
さ
れ
た
と
い
う
。
そ
し
て
驢
菴
瑞
慶
か
ら
現

物
を
見
せ
ら
れ
た
西
笑
承
兌
は
、
瓦
硯
に
麒
麟
（
実
際
に
は
天
禄
）
が
刻
ま
れ
て
い
た
こ
と

に
因
ん
で
「
麒
麟
硯
」
と
名
付
け
た
と
い
う
。
よ
っ
て
こ
の
瓦
硯
は
、
近
世
以
降
、
京
都
か

ら
松
前
へ
伝
来
し
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
久
保
氏
も
論
文
四
五

三
～
四
五
四
頁
に
て
、
花
山
院
忠
長
の
息
女
が
松
前
慶
長
に
輿
入
れ
し
た
時
、
婚
礼
道
具
の

一
つ
と
し
て
京
都
か
ら
松
前
へ
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
典
拠
と

し
た
『
東
海
参
譚
』
の
信
憑
性
を
疑
い
、
結
論
的
に
は
中
世
の
日
本
海
ル
ー
ト
に
よ
る
瓦
硯

伝
来
説
を
支
持
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
こ
の
論
文
は
、
何
故
か
西
笑
承
兌
の
「
麒
麟
硯
記
」

に
全
く
言
及
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
の
は
、
い
さ
さ
か
不
審
で
あ
る
。
な
お
半
井
澄
玄
に
つ
い

て
は
岡
本
真
氏
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
。

（
75
）
横
川
の
跋
文
は
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
五
月
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
用
林
の
示
寂
の
一
年
前
に
当
た
る
。『
三
国
甕
天
録
』
は
、
文
明
一
〇
年
（
一
四
七
八
）

に
用
林
が
帰
国
し
た
後
、
か
な
り
長
期
間
に
渉
っ
て
添
削
が
な
さ
れ
、
文
字
文
章
の
整
理
が

な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
本
学
非
常
勤
講
師
）

（
66
）
横
川
景
三
に
よ
る
「
竹
田
昭
慶
法
印
寿
像
讃
」
が
『
補
庵
京
華
続
集
』
に
あ
る
。
注
（
41
）

玉
村
編
『
五
山
文
学
新
集
』
一
、
四
五
二
頁
。
竹
田
昭
慶
に
つ
い
て
は
岡
本
真
氏
よ
り
御
教

示
を
受
け
た
。
な
お
岡
本
真
「
医
者
」（
注
（
1
）
書
、
一
九
五
頁
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
67
）
注
（
65
）
福
本
論
文
、
四
一
頁
。
注
（
65
）
杉
原
A
論
文
、
五
三
～
五
五
頁
。

（
68
）
注
（
65
）
杉
原
A
論
文
、
五
八
～
六
一
頁
。
杉
原
は
、
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
派
遣

の
天
龍
寺
船
以
降
の
貿
易
船
や
渡
元
僧
・
貿
易
商
の
手
を
経
て
、
こ
の
銅
雀
硯
を
春
屋
妙
葩

は
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
推
測
し
て
い
る
。『
空
華
集
』
巻
一
八
、「
源
府
君
所
蔵
銅
雀

研
記
」。

（
69
）
注
（
65
）
杉
原
A
論
文
、
六
五
頁
。『
空
華
集
』
巻
一
二
、「
自
叙
銅
雀
研
記
後
」。

（
70
）
注
（
65
）
杉
原
A
論
文
、
六
四
頁
。『
蔭
凉
軒
日
録
』
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
二
月

三
日
条
。
な
お
大
内
教
弘
へ
の
贈
三
位
は
、
前
年
の
文
明
一
八
年
六
月
に
行
わ
れ
た
。
文
明

一
八
年
（
一
四
八
六
）
は
、
大
内
氏
の
菩
提
寺
で
あ
る
興
隆
寺
の
勅
願
寺
化
や
、
大
内
氏
の

先
祖
を
百
済
の
琳
聖
太
子
と
す
る
「
家
譜
」
作
成
な
ど
、
大
内
氏
の
自
族
荘
厳
運
動
が
、
朝

廷
や
幕
府
に
対
し
て
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
た
時
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
期
に
、
窮
極
の

唐
物
と
も
い
う
べ
き
銅
雀
硯
を
大
内
政
弘
が
足
利
義
政
へ
献
上
し
た
こ
と
は
、
実
に
興
味
深

い
こ
と
で
あ
る
。
須
田
牧
子
「
大
内
氏
の
先
祖
観
の
形
成
と
そ
の
意
義
」（『
中
世
日
朝
関
係

と
大
内
氏
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
大
内
氏
に
と
っ
て

の
文
明
一
八
年
の
画
期
性
に
つ
い
て
は
、
須
田
牧
子
氏
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
。

（
71
）
注
（
10
）
玉
村
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
六
九
八
頁
や
、
注
（
65
）
杉
原
B
論
文
、
五

六
頁
で
は
、
用
林
所
蔵
の
鄴
瓦
硯
は
明
で
得
て
持
ち
帰
っ
た
も
の
、
と
理
解
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
用
林
が
入
明
す
る
前
に
日
本
国
内
で
出
回
っ
て
い
た
も
の
を
入
手

し
て
、
明
へ
携
行
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
の
瓦
硯
は
鄴
瓦
硯
で
は
な
く
、
実
は
未
央

宮
瓦
硯
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

（
72
）
早
稲
田
大
学
古
典
籍
室
蔵
（
イ
5

406
）。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
五
月
識
語
写
本
。
な

お
同
書
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
写
本
（
イ
5
一
九
〇
五
）
の
朱
書
注
に
よ
れ
ば
、「
未

央
宮
」
以
下
の
銘
文
は
、
瓦
硯
の
裏
面
に
刻
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。

（
73
）
天
禄
と
は
、
鹿
に
似
て
尾
が
長
い
一
角
獣
で
あ
り
、「
天
鹿
」
と
も
表
記
す
る
。

（
74
）
こ
う
し
た
瓦
硯
の
う
ち
、
北
海
道
の
松
浦
に
伝
来
し
た
銅
雀
瓦
硯
は
、
今
な
お
多
く
の

研
究
者
を
惑
わ
せ
て
い
る
。
久
保
泰「
松
浦
家
の
家
宝「
銅
雀
台
瓦
硯
」に
つ
い
て
」（
榎
本
進
・

小
口
雅
史
・
澤
登
寛
聡
編
『
エ
ミ
シ
・
エ
ゾ
・
ア
イ
ヌ
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）
や
中

村
和
之
「
ア
イ
ヌ
の
北
方
交
易
と
ア
イ
ヌ
文
化
―
銅
雀
台
瓦
硯
の
再
発
見
を
め
ぐ
っ
て
」（
加

藤
雄
三
・
大
西
秀
之
・
佐
々
木
史
郎
編
『
東
ア
ジ
ア
内
海
世
界
の
交
流
史
―
周
縁
地
域
に
お
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